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	 JV	＝	青年海外協力隊
	 SV	＝	シニア海外ボランティア
	日系JV	＝	日系社会青年ボランティア
	日系SV	＝	日系社会シニア・ボランティア（単位：人）

■	合計
JV SV 日系JV 日系SV 小計

派遣中
（男性／女性）

1,977
（879／1,098）

286
（205／81）

102
（36／66）

34
（11／23）

2,399
（1,131／1,268）

累計
（男性／女性）

44,775
（23,855／20,920）

6,472
（5,238／1,234）

1,475
（563／912）

542
（252／290）

53,264
（29,908／23,356）

■	アフリカ地域
国名 JV SV

ウガンダ 45 2
エスワティニ 4 1
エチオピア 36
ガーナ 58 3
ガボン 19 9
カメルーン 26 1
ケニア 45 8
ザンビア 82 15
ジブチ 11
ジンバブエ 6
スーダン 28
セネガル 43 3
タンザニア 72 3
ナミビア 17
ブルキナファソ 18
ベナン 52
ボツワナ 27
マダガスカル 35
マラウイ 65
南アフリカ共和国 6 5
モザンビーク 41 3
ルワンダ 41
レソト 1 1

国名 JV SV 日系JV 日系SV

アルゼンチン 16 10 8
ウルグアイ 8
エクアドル 55 5
エルサルバドル 8
グアテマラ 28 3
コスタリカ 31 10
コロンビア 14 16
ジャマイカ 18 13
セントビンセント 5
セントルシア 17
チリ 6 5
ドミニカ共和国 33 7 4 1
ニカラグア 1
パナマ 20 1
パラグアイ 45 2 11 3
ブラジル 76 21
ベリーズ 14
ペルー 50 5
ボリビア 54 3 1 1
ホンジュラス 32
メキシコ 1 9

■	中南米地域
国名 JV SV

インド 12
インドネシア 21 4
ウズベキスタン 24 5
カンボジア 37 10
キルギス 28
スリランカ 45 1
タイ 33 5
タジキスタン 4
中華人民共和国 12
ネパール 50 3
東ティモール 31
フィリピン 29 3
ブータン 19 6
ベトナム 41 22
マレーシア 19 8
ミャンマー 9 4
モルディブ 11
モンゴル 42
ラオス 43 3

■	アジア地域

■	欧州地域
国名 JV SV

セルビア 1 2

国名 JV SV

キリバス 7
サモア 26 1
ソロモン 35 6
トンガ 15 2
バヌアツ 20 5
パプアニューギニア 29 5
パラオ 9 5
フィジー 25 3
マーシャル 10 3
ミクロネシア 12 9

■	大洋州地域

国名 JV SV

エジプト 18 3
モロッコ 24 7
ヨルダン 30

■	中東地域

JICA海外協力隊
派遣現況

（2019年2 月末現在）  

現在の派遣国数

77 カ国
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ロゴタイプデザイン：S＋M DESIGN FACTORY
レイアウト：S＋M DESIGN FACTORY
印刷・製本：弘報印刷（株）

本誌は、JICA海外協力隊が現地での活動・生活を円滑に行
うための実践的な情報、および帰国後の進路開拓や社会還
元に関する有益な情報を提供し、対象者に配布しています。

※「青年海外協力隊」以外のJICA海外協力隊「シニア海外
ボランティア」「日系社会青年ボランティア」「日系社会シニ
ア・ボランティア」）の方 は々、括弧内の冒頭に「SV」「日系JV」

「日系SV」と記しています。

❷JICAの「企画調査員（ボランティア事業）」については、
「VC」と表記しています。

国際協子さん（ウガンダ・青少年活動・2018年度3次隊）
 氏名 派遣国 職種 隊次

❶JICA海外協力隊の方 （々経験者を含む）については、
　次のように表記しています。

【凡例】

■職種別索引 掲載ページ
コミュニティ開発 14
きのこ栽培 24
青少年活動 22
野球 4
PCインストラクター 18
数学教育 16
小学校教育 6、8、10、28
文化財保護 25
服飾 26
助産師 4
理学療法士 20
障害児・者支援 36

■国別索引 掲載ページ
ガーナ 18
カメルーン 10
キルギス 20
グアテマラ 4、6
ザンビア 26
ソロモン 16
ブラジル 4
ベトナム 25
ベナン 8
ペルー 14
マレーシア 24
モザンビーク 22
モロッコ 36

■出身都道府県別索引 掲載ページ
北海道 20
埼玉県 24
東京都 16、22
神奈川県 14
富山県 10
大阪府 8
山口県 36
福岡県 18
長崎県 26
鹿児島県 25
沖縄県 6
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J
I
C
A
海
外
協
力
隊
に
よ
る

注
目
の
活
動
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　
ニ
カ
ラ
グ
ア
で
妊
婦
に
対
す
る
保
健
指
導
を

開
始
し
て
約
8
カ
月
、よ
う
や
く
活
動
が
軌
道
に

乗
っ
て
き
た
頃
、ニ
カ
ラ
グ
ア
の
情
勢
悪
化
に
伴

い
グ
ア
テ
マ
ラ
へ
任
国
振
替
と
な
り
ま
し
た
。

再
ス
タ
ー
ト
の
地
は
、グ
ア
テ
マ
ラ
最
貧
県
と
言

わ
れ
て
い
る
キ
チ
ェ
県
。
首
都
か
ら
山
道
と
未

舗
装
の
道
を
6
時
間
進
ん
だ
と
こ
ろ
に
あ
る
、住

民
の
98
パ
ー
セ
ン
ト
が
先
住
民
の
サ
ン
・
バ
ル

ト
ロ
メ
・
ホ
コ
テ
ナ
ン
ゴ
市
で
す
。
任
地
に
は

病
院
が
な
く
、町
唯
一
の
診
療
所
の
助
産
師
隊
員

と
し
て
、医
療
ス
タ
ッ
フ
へ
の
研
修
会
や
施
設
内

の
5
S
活
動
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
任
地
で
は
、
2
0
1
8
年
2
月
よ
り
日
本
の

N＊
１

G
O 

A
M
D
A-

M
I
N
D
S
（
以
下
、

A
M
D
A
）
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
始
動
し
て
い

ま
す
。自
宅
出
産
率
80
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
と
、「
コ

マ
ド
ロ
ー
ナ
（
伝＊
２

統
的
産
婆
）」
の
役
割
が
非
常

に
大
き
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、医
療
的
知
識
が
乏

し
く
、妊
産
婦
死
亡
率
が
高
く
推
移
し
て
い
る
現

状
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
コ
マ
ド
ロ
ー
ナ
の

知
識
の
定
着
・
強
化
が
急
務
と
さ
れ
、
毎
月
研

修
会
が
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。
私
は
、
活
動
の
一

環
と
し
て
そ
の
研
修
の
一
部
を
担
当
し
て
い
ま

す
。
2
0
1
7
年
、
任
地
で
は
産
科
出
血
が
原
因

に
よ
る
妊
産
婦
死
亡
が
あ
り
ま
し
た
。
以
前
、
産

科
出
血
に
つ
い
て
の
研
修
会
で
実
施
し
た
研
修

後
の
確
認
テ
ス
ト
の
結
果
で
は
、
知
識
の
定
着

が
見
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
こ
の
結
果
を

受
け
、
A
M
D
A
が
再
度
産
科
出
血
に
関
す
る

テ
ー
マ
で
研
修
会
を
計
画
し
て
い
た
際
に
、
助

産
師
と
し
て
私
が
で
き
る
こ
と
が
な
い
か
尋
ね

た
と
こ
ろ
、
ぜ
ひ
協
力
し
て
ほ
し
い
と
の
依
頼

が
あ
り
、
研
修
会
運
営
チ
ー
ム
に
加
わ
る
こ
と

と
な
り
ま
し
た
。

　
研
修
会
実
施
に
あ
た
り
、
A
M
D
A
ス
タ
ッ

フ
と
何
度
も
話
し
合
い
を
重
ね
、
ま
た
同※

県
助

産
師
隊
員
に
も
協
力
を
要
請
し
ま
し
た
。
公
用

語
の
通
じ
な
い
先
住
民
が
多
い
た
め
、
目
で
見

て
理
解
で
き
る
媒
体
を
活
用
し
、テ
ー
マ
は
「
妊

娠
期
の
各
期
（
初
期
・
中
期
・
後
期
）」
及
び
「
分

娩
・
産
後
の
産
科
出
血
」
を
取
り
上
げ
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
劇
で
は
、
診
療
所
の
医
療
ス
タ

ッ
フ
や
コ
マ
ド
ロ
ー
ナ
も
巻
き
込
み
な
が
ら
進

め
て
い
き
ま
し
た
。
参
加
者
が
興
味
を
持
っ
て

参
加
し
て
い
る
様
子
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

　
コ
マ
ド
ロ
ー
ナ
の
妊
産
婦
に
関
す
る
知
識
向

上
や
A
M
D
A
、
診
療
所
の
日
々
の
草
の
根
活

動
の
成
果
が
実
り
、
任
地
は
2
0
1
8
年
、
3
年

ぶ
り
に
妊
産
婦
死
亡
数
ゼ
ロ
を
達
成
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
今
年
も
こ
の
数
字
を
維
持
で

き
る
よ
う
に
、
妊
産
婦
や
さ
ま
ざ
ま
な
ア
ク
タ

ー
と
手
を
取
り
合
い
な
が
ら
活
動
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

GuatemalaAMDAの母子保健プログラムと連携し、
「伝統的産婆」に対して研修会を開催

　
私
は
ブ
ラ
ジ
ル
日
系
社
会
に
お
い
て
、
野
球
隊

員
と
し
て
青
少
年
の
育
成
・
日
本
文
化
の
継
承

を
目
的
と
し
、
野
球
の
普
及
・
技
術
指
導
を
主
と

し
た
活
動
を
行
な
っ
て
お
り
ま
す
。
2
0
1
8
年

12
月
10
〜
12
日
の
3
日
間
、
四＊

国
ア
イ
ラ
ン
ド
リ

ー
グ
p
l
u
s
所
属
の
高
知
フ
ァ
イ
テ
ィ
ン
グ

ド
ッ
グ
ス
球
団
（
以
下
、
高
知
F
D
）
に
よ
る
野

球
教
室
が
、
私
を
含
め
た
野
球
隊
員
の
任
地
で
あ

る
パ
ラ
ナ
州
ロ
ン
ド
リ
ー
ナ
市
、
ク
リ
チ
バ
市
、

マ
ッ
ト
グ
ロ
ッ
ソ
州
ク
イ
ア
バ
市
の
3
都
市
で

計
約
2
0
0
人
を
対
象
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
高
知
F
D
は
18
年
5
月
に
、
J
I
C
A
日
系

研
修
『
野
球
指
導
者
の
人
材
育
成
』
コ
ー
ス
の
実

施
機
関
と
し
て
、
南
米
の
野
球
指
導
者
を
受
け
入

れ
た
経
験
が
あ
り
、
こ
の
度
、
同
コ
ー
ス
の
帰
国

研
修
員
で
あ
り
、
現
在
は
サ
ン
パ
ウ
ロ
州
内
の
ク

ラ
ブ
チ
ー
ム
で
少
年
野
球
の
指
導
を
行
っ
て
い

るT
etsuro W

atanabe

氏
を
通
し
て
野
球

教
室
開
催
の
お
話
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
ブ
ラ
ジ
ル
国
内
に
プ
ロ
リ
ー
グ
は
な
く
、
テ
レ

ビ
で
の
野
球
放
送
も
あ
り
ま
せ
ん
。
サ
ン
パ
ウ
ロ

州
内
に
野
球
ア
カ
デ
ミ
ー
が
あ
る
も
の
の
、
我
々

の
任
地
で
あ
る
地
方
の
選
手
た
ち
が
高
い
レ
ベ
ル

の
野
球
を
見
る
機
会
は
ほ
と
ん
ど
な
い
の
で
す
。

そ
の
様
な
環
境
で
プ
レ
ー
す
る
選
手
た
ち
に
と
っ

て
、
今
回
の
野
球
教
室
は
プ
ロ
の
選
手
か
ら
実
際

に
指
導
を
受
け
る
貴
重
な
体
験
と
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
野
球
教
室
の
お
話
を
い
た
だ
い
て
か
ら

実
施
ま
で
の
期
間
、
我
々
野
球
隊
員
は
当
日
参
加

す
る
選
手
の
人
数
や
年
齢
を
考
慮
し
た
内
容
・

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
作
成
と
い
っ
た
準
備
を
行
い

ま
し
た
。
私
は
自
身
の
任
地
で
あ
る
ク
イ
ア
バ
市

で
の
開
催
に
向
け
、
3
時
間
と
い
う
限
ら
れ
た
時

間
の
中
で
、
参
加
す
る
選
手
ひ
と
り
ひ
と
り
が
ど

の
よ
う
な
学
び
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
か
、
ま
た

今
彼
ら
が
日
本
の
プ
ロ
の
選
手
た
ち
か
ら
学
ぶ

べ
き
こ
と
は
何
か
、
と
い
っ
た
点
を
踏
ま
え
な
が

ら
、メ
ニ
ュ
ー
作
成
に
時
間
を
費
や
し
ま
し
た
。

　
そ
の
甲
斐
あ
っ
て
か
、
野
球
教
室
当
日
は
約
70

人
が
参
加
。
参
加
選
手
た
ち
は
終
始
質
問
を
投
げ

か
け
る
な
ど
、
熱
の
こ
も
っ
た
3
時
間
と
な
り
ま

し
た
。
参
加
選
手
の
保
護
者
も
、
今
後
子
ど
も
た

ち
へ
の
指
導
に
生
か
そ
う
と
積
極
的
に
参
加
し

て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
日
系
社
会
で
の
開
催
と
い

う
こ
と
も
あ
り
、
日
本
に
縁
の
あ
る
方
も
多
く
、

日
本
の
プ
ロ
選
手
に
よ
る
指
導
に
興
味
を
示
さ

れ
て
い
ま
し
た
。
野
球
教
室
終
了
後
、
今
回
学
ん

だ
練
習
方
法
を
自
ら
継
続
し
て
実
践
し
て
い
る

選
手
や
、
私
に
「
日
本
で
プ
ロ
を
目
指
し
た
い
」

と
言
う
選
手
も
現
れ
、
今
回
の
野
球
教
室
が
選
手

た
ち
に
与
え
た
影
響
の
大
き
さ
を
感
じ
ま
し
た
。

　
今
後
も
今
回
学
ん
だ
こ
と
を
生
か
し
て
選
手

た
ち
の
成
長
を
図
る
と
同
時
に
、
日
本
で
プ
ロ
を

目
指
す
様
な
選
手
が
出
て
く
る
こ
と
を
期
待
し

な
が
ら
活
動
し
て
い
き
ま
す
。 Brazil高レベルの野球に接する機会を現地の選手に！

プロ野球独立リーグの選手による野球教室

J
IC

A
 V

o
lu

n
te

e
r
s' N

E
W

S

高知ファイティングドッグスのスタッフから、内野ゴロを取るポイントを教わる生徒

高知ファイティングドッグスの選手へ質問を投げかける
生徒たち

劇を通して、胎盤遺残(産科出血)のメカニズムについて
説明する比嘉さん（右端）と茂さん（右から2人目）

コマドローナ（伝統的産婆）たちによる、妊産婦死亡数ゼロを願った「ゼロ体操」。「ゼロ体操」はAMDAがコマドロー
ナたちに対して目標共有の意識付けのためにつくったもので、ワークショップ前のアイスブレイクなどで使用されている

開催の流れ

〈1カ月前〉
企画

高知ファイティングドッグス
球団からブラジル3都市での
野球教室開催のお話をいた
だく。

〈3週間前〉
内容の説明

配属先関係者へ企画の経緯
や内容について説明し、参加
者を募る。

〈2週間前〉
メニュー作成

参加者の人数や年齢に合わ
せた当日のメニューを作成
し、コーディネーターやほか
の開催地の隊員と共有。

〈1週間前〉
打ち合わせ

配 属 先 の方々と当日のメ
ニューや動きについての確
認。

〈当日まで〉
最終確認

実施にあたっての道具など
準備や参加者の最終確認。

開催の流れ

〈2週間前〉
企画

研修会のテーマが決定。同県
助産師へ協力要請。

〈2週間前〉
内容決定

内容決定後、役割分担を行
い、各自準備へ。教材媒体の
作成。

〈1週間前〉
調整

AMDAスタッフと具体的な内
容調整。

〈前日〉
合同練習

同県助産師隊員が任地に来
てくれ、AMDAスタッフと最
終の打ち合わせ及び合同練
習。

〈当日〉
開催

AMDAスタッフと協力して、
研修会を実施。

＊1 NGO AMDA-MINDS…国際人道支援活動を実施するNPO法人AMDAグループのひとつ。国外で社会開発の活動を展開し、日本国内では国際理解教育を通じた社会教育などを推進している。　＊2 伝統的産婆…独自の経験あるいはほか
の伝統的産婆に弟子入りすることによって出産介助技術を身につけた人。地域での妊娠・出産・産褥期（さんじょくき）の重要なケア提供者となっている。専門的な教育を受けた医師や助産師のような保健医療専門職とは異なり、専門的訓練を受け
ておらず特に資格もない。　※協力者：上里佳那子さん(助産師・2017年度2次隊)、茂 佐知子さん(助産師・2017年度4次隊)

＊ 四国アイランドリーグplus…四国4県を活動地域とするプロ野球独立リーグ。



協力隊員が活動する小学校の多く

に共通する課題のひとつは、現地

教員たちの知識や経験、意欲の不

足。一朝一夕には解決できないこ

の課題に、隊員はどのようなアプ

ローチをすることが可能だろうか。

本特集では、各種教科に関してこ

の課題に取り組んだ事例を取り上

げ、その有効な解決策を探る。
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❶

❷

❸

　
小
波
蔵
さ
ん
の
配
属
先
は
県
の
教
育
事
務
所
。

配
属
先
で
は
、
2
0
0
6
年
に
日
本
の
協
力
を
受

け
て
つ
く
ら
れ
た
算
数
の
国
定
教
科
書

『
G
u
a
t
e
m
a
t
i
c
a
』（
以
下
、「
教
科

書
」）
の
活
用
の
定
着
を
目
指
し
て
い
た
が
、
着

任
し
た
当
時
は
、
ほ
と
ん
ど
活
用
さ
れ
て
い
な
い

状
態
だ
っ
た
。
そ
う
し
た
な
か
で
小
波
蔵
さ
ん
に

求
め
ら
れ
て
い
た
の
は
、「
教
科
書
」
の
活
用
促

進
を
含
め
て
算
数
教
育
の
質
向
上
を
支
援
す
る
こ

と
。
ま
ず
は
配
属
先
と
の
話
し
合
い
に
よ
り
、
管

轄
す
る
小
学
校
の
な
か
か
ら
巡
回
指
導
す
る
学
校

を
選
定
。
授
業
を
視
察
し
、
改
善
に
向
け
た
助
言

を
行
う
形
で
活
動
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
。

研
修
会
や
勉
強
会
で
問
題
の
根
が
判
明

　
巡
回
を
開
始
し
た
小
波
蔵
さ
ん
は
、
す
ぐ
に
大

き
な
問
題
に
気
付
く
。
既
習
事
項
を
踏
ま
え
て
新

し
い
こ
と
を
教
え
て
い
く
と
い
う
、
算
数
授
業
で

重
要
な
「
系
統
性
」
を
教
員
た
ち
が
意
識
し
て
い

な
い
こ
と
だ
。「
1
年
生
の
授
業
で
掛
け
算
を
扱

う
」「
掛
け
算
が
未
習
得
の
4
年
生
に
割
り
算
を

を
巡
回
先
で
開
く
こ
と
に
し
た
。
開
催
時
間
は
放

課
後
。
と
こ
ろ
が
、
出
席
率
は
低
迷
す
る
。
欠
席

し
た
教
員
に
そ
の
理
由
を
尋
ね
る
と
、
返
っ
て
く

る
答
え
は
「
手
当
が
出
な
い
の
な
ら
出
席
の
義
務

は
な
い
」「
こ
れ
ま
で
の
授
業
方
法
で
問
題
は
な

い
」
と
い
っ
た
も
の
ば
か
り
。「
授
業
に
対
す
る

教
員
た
ち
の
意
欲
の
薄
さ
」
と
い
う
、
問
題
の
さ

ら
に
深
く
に
あ
る
根
が
見
え
て
き
た
の
だ
っ
た
。

　
そ
う
し
て
小
波
蔵
さ
ん
は
、
授
業
に
対
す
る
彼

ら
の
意
欲
を
引
き
出
す
策
を
模
索
す
る
。
注
目
し

た
の
は
、「
算
数
を
学
ぶ
意
義
」
に
つ
い
て
彼
ら

が
ど
う
考
え
て
い
る
か
と
い
う
点
だ
。
例
え
ば
、

6
年
生
の
授
業
で
整
数
の
掛
け
算
ば
か
り
を
扱
う

教
員
に
対
し
、「『
教
科
書
』
で
は
６
年
生
で
『
分

数
』
の
掛
け
算
を
扱
う
こ
と
に
な
っ
て
い
る
」
と

指
摘
す
る
と
、「『
分
数
』
は
生
活
で
役
に
立
た
な

い
」
と
い
う
答
え
が
返
っ
て
き
た
。
彼
ら
は
「
生

活
に
役
立
つ
か
ど
う
か
」
を
基
準
に
「
学
ぶ
べ
き

事
柄
か
ど
う
か
」
を
判
断
し
て
い
る
の
だ
っ
た
。

　
そ
こ
で
小
波
蔵
さ
ん
は
、「
数
」
や
「
図
形
」

の
概
念
と
「
生
活
」
と
の
つ
な
が
り
が
わ
か
る
よ

う
な
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
を
、
巡
回
先
の
教
員
に
紹

介
し
て
み
る
よ
う
に
な
っ
た
。「
教
室
の
中
で『
垂

直
』
を
探
す
」「
教
室
の
中
に
あ
る
『
円
』
の
直

径
を
測
る
」
と
い
っ
た
も
の
だ
。
す
る
と
、「
授

業
は
机
に
座
ら
せ
て
行
う
も
の
」
と
い
う
観
念
を

持
っ
て
い
た
現
地
教
員
た
ち
に
は
新
鮮
な
授
業
で

あ
り
、児
童
た
ち
の
反
応
も
良
か
っ
た
こ
と
か
ら
、

積
極
的
に
取
り
入
れ
て
く
れ
る
教
員
も
現
れ
た
。

板
書
技
術
の
上
達

　
小
波
蔵
さ
ん
は
巡
回
先
で
「
板
書
指
導
」
に
も

力
を
入
れ
た
。
単
元
名
を
書
か
な
か
っ
た
り
、
黒

板
の
真
ん
中
か
ら
書
き
始
め
る
な
ど
、板
書
に「
戦

略
」が
見
ら
れ
な
い
教
員
が
大
半
だ
っ
た
た
め
だ
。

　
小
波
蔵
さ
ん
は
、「
板
書
の
質
が
上
が
れ
ば
、

児
童
た
ち
の
理
解
も
高
ま
る
」
と
、
板
書
計
画
の

重
要
性
を
力
説
し
、
自
ら
手
本
を
示
し
た
。
す
る

と
、
な
か
に
は
手
本
を
真
似
な
が
ら
徐
々
に
質
の

高
い
板
書
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
く
教
員
が

現
れ
て
き
た
。
そ
こ
で
小
波
蔵
さ
ん
は
、
そ
う
し

た
教
員
の
板
書
を
ほ
か
の
教
員
に
紹
介
。「
自
分

の
板
書
と
比
べ
て
ど
う
思
い
ま
す
か
？
」
と
鼓
舞

し
た
。
有
効
だ
っ
た
の
は
、
紹
介
し
た
板
書
の
主

で
あ
る
教
員
に
、「
論
理
的
に
ま
と
め
ら
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
こ
と
で
、児
童
の
理
解
が
深
ま
っ
た
」

な
ど
と
、
手
応
え
を
自
ら
の
言
葉
で
ほ
か
の
教
員

に
伝
え
て
も
ら
っ
た
こ
と
。そ
れ
を
き
っ
か
け
に
、

教
員
同
士
で
授
業
に
関
す
る
意
見
交
換
を
す
る
姿

が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
だ
。

　
板
書
の
技
術
が
上
達
し
た
教
員
が
現
れ
た
の
を

受
け
、
彼
ら
が
講
師
役
と
な
る
「
研
究
授
業
」
を

実
施
し
た
の
は
、
任
期
も
残
す
と
こ
ろ
3
カ
月
ほ

ど
と
な
っ
た
こ
ろ
。
対
象
は
県
内
の
小
学
校
の
教

員
だ
。
講
師
役
は
巡
回
先
の
教
員
2
人
に
務
め
て

も
ら
っ
た
。
算
数
の
基
礎
学
力
す
ら
お
ぼ
つ
か
な

か
っ
た
教
員
た
ち
が
、
板
書
計
画
を
立
て
、「
教

科
書
」
を
活
用
し
た
授
業
を
披
露
す
る
。
そ
の
姿

が
受
講
し
た
教
員
へ
の
刺
激
と
な
っ
た
だ
け
で
な

く
、
講
師
役
を
務
め
た
教
員
た
ち
に
と
っ
て
も
、

自
信
を
深
め
る
体
験
と
な
っ
た
よ
う
だ
っ
た
。

　
以
上
の
よ
う
に
、
現
地
教
員
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ

を
試
み
て
は
、
そ
の
都
度
、
彼
ら
が
抱
え
る
問
題

へ
の
理
解
を
深
め
、
新
た
な
ア
プ
ロ
ー
チ
の
方
法

を
発
見
し
、
実
践
す
る
と
い
う
こ
と
を
重
ね
て

い
っ
た
小
波
蔵
さ
ん
。
そ
う
し
た
地
道
な
活
動
の

結
果
、
当
初
は
1
割
程
度
だ
っ
た
「
教
科
書
」
の

使
用
率
が
、
任
期
を
終
え
る
こ
ろ
に
は
巡
回
先
の

ほ
ぼ
す
べ
て
の
教
員
が
活
用
す
る
ま
で
に
な
っ

た
。「
こ
こ
ま
で
立
派
に
授
業
が
行
え
る
よ
う
に

な
っ
た
の
だ
か
ら
、
以
前
の
状
態
に
は
戻
ら
ず
、

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
取
り
続
け
て
ほ
し
い
」。
こ

の
言
葉
を
巡
回
先
の
教
員
た
ち
に
置
き
み
や
げ
と

し
て
残
し
、
帰
国
の
途
に
就
い
た
の
だ
っ
た
。

教
え
る
」
な
ど
、
授
業
が
場
当
た
り
的
に
な
っ
て

し
ま
っ
て
い
た
の
だ
っ
た
。

こ
の
問
題
を
解
決
す
る
た
め
に
は
、
系
統
立
っ

た
構
成
と
な
っ
て
い
る
「
教
科
書
」
の
活
用
を
促

す
の
が
近
道
だ
。
そ
の
手
段
と
し
て
小
波
蔵
さ
ん

が
巡
回
先
の
教
員
を
対
象
と
し
た
研
修
会
を
開
催

し
た
の
は
、
着
任
の
半
年
後
。
小
波
蔵
さ
ん
は
そ

こ
で
、
問
題
の
根
深
さ
を
知
る
こ
と
と
な
っ
た
。

研
修
会
で
取
り
上
げ
た
テ
ー
マ
は
、「『
教
科
書
』

を
用
い
た
授
業
の
進
め
方
」。
小
波
蔵
さ
ん
が
教

員
役
と
な
り
、
児
童
役
の
教
員
を
相
手
に
模
擬
授

業
を
行
っ
た
。
す
る
と
、「
割
り
算
が
解
け
な
い

教
員
が
い
る
」
と
い
う
、
予
想
も
し
て
い
な
か
っ

た
事
実
が
判
明
し
た
の
だ
。

「
教
員
自
身
の
基
礎
学
力
が
足
り
な
い
」
と
い
う

事
実
を
念
頭
に
、
巡
回
先
で
あ
ら
た
め
て
現
地
教

員
の
授
業
を
観
察
す
る
と
、
彼
ら
の
「
癖
」
が
わ

か
っ
て
き
た
。
自
分
の
理
解
が
あ
や
ふ
や
な
単
元

は
授
業
で
扱
わ
な
い
、
あ
る
い
は
き
ち
ん
と
理
解

し
な
い
ま
ま
教
え
て
し
ま
う
…
…
。

そ
う
し
た
状
況
を
受
け
て
小
波
蔵
さ
ん
は
、
教

員
自
身
の
基
礎
学
力
向
上
を
目
的
と
し
た
勉
強
会

まずはやってみる ！

本事例では、「研修会」や「勉強会」など、
現地教員へのさまざまなアプロ―チを積極
的に試みては、その都度彼らが抱える問題
への理解を深め、よりよいアプローチの方
法を発見。「まずはやってみる」という姿
勢が功を奏した事例と言えるだろう。

事例のポイント

■  Profi le

1986年生まれ、沖縄県出身。大学を卒業後、
公立小学校に教員として勤務。2016年12
月、協力隊員としてグアテマラに赴任。18
年12月に帰国。

■  活動の概要
トトニカパン県教育事務所に配属され、小
学校での算数教育の充実化に向けて、主
に以下の活動に従事。
●国定教科書『Guatematica』の普及
●現地教員自身の基礎学力向上を目的とし

た勉強会の開催
●現地教員を対象とした授業技術の研修

会の実施
●研究授業の実施

   
   

CASE

1❶放課後の勉強会で現地教員に板書計画
のアドバイスを行う小波蔵さん

❷小波蔵さんが任期終盤に行った研究授
業で講師役を務める現地教員

❸小波蔵さんが普及に取り組んだ算数の
国定教科書『Guatematica』を手にす
る児童たち 小

学
校
教
育
分
野
の

活
動
ポ
イ
ン
ト

特集1

算数

巡回指導や勉強会で、
現地教員の指導力向上を支援

県の教育事務所に配属された小波蔵さん。

小学校で系統立った算数授業が行われていなかったなか、

日本の協力でつくられた教科書の活用を軸に、教員への技術指導に取り組んだ。



8ク ロ ス ロ ー ド  2 0 1 9 . 49 ク ロ ス ロ ー ド  2 0 1 9 . 4

市
の
視
学
官
事
務
所
に
配
属
さ
れ
た
西
口
さ

ん
。
市
内
の
小
学
校
で
は
、
実
技
教
科
が
時
間
割

に
組
み
込
ま
れ
て
い
る
も
の
の
、
授
業
は
定
期
的

に
実
施
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
教
員
た
ち
に
は
実

技
教
科
の
授
業
を
受
け
た
経
験
が
な
く
、
指
導
法

の
知
識
が
乏
し
い
こ
と
、
お
よ
び
道
具
や
材
料
が

不
足
し
て
い
る
こ
と
が
、
そ
の
主
な
理
由
だ
。
そ

う
し
た
な
か
で
西
口
さ
ん
に
求
め
ら
れ
て
い
た
活

動
は
、
教
員
た
ち
と
協
力
し
な
が
ら
、
主
に
「
図

工
」
と
「
体
育
」
の
授
業
の
実
施
・
定
着
を
支
援

す
る
こ
と
だ
っ
た
。

図
工
授
業
の
定
着
に
向
け
て

小
学
校
の
長
期
休
暇
と
着
任
の
時
期
が
重
な
っ

て
い
た
た
め
、
西
口
さ
ん
は
休
暇
明
け
に
向
け
て

図
工
授
業
の
教
材
を
つ
く
る
こ
と
か
ら
活
動
を
ス

タ
ー
ト
さ
せ
た
。
配
属
先
に
と
っ
て
西
口
さ
ん
は

初
の
協
力
隊
員
。
そ
こ
で
、
市
内
の
教
育
関
係
者

に
自
分
の
こ
と
を
知
っ
て
も
ら
う
た
め
、
製
作
し

た
教
材
と
そ
れ
に
関
す
る
説
明
書
を
配
属
先
に
掲

示
さ
せ
て
も
ら
う
こ
と
に
し
た
。
す
る
と
、
次
第

に
市
内
の
小
学
校
の
校
長
た
ち
に
西
口
さ
ん
の
存

在
が
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
な
か
に
は
「
ぜ
ひ

図
工
を
教
え
に
来
て
ほ
し
い
」
と
、
自
校
へ
の
巡

回
指
導
を
要
望
す
る
校
長
も
現
れ
た
の
だ
っ
た
。

［
教
員
用
指
導
書
を
活
用
し
た
支
援
］

　
西
口
さ
ん
が
巡
回
指
導
を
始
め
た
当
時
、
市
内

の
小
学
校
で
行
わ
れ
て
い
た
図
工
授
業
は
、
い
ず

れ
も
絵
画
に
限
ら
れ
て
い
た
。
そ
こ
で
西
口
さ
ん

は
、
授
業
内
容
の
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
広
げ
て
も

ら
う
た
め
、「
身
近
に
あ
る
材
料
」
を
使
っ
た
工

作
の
ア
イ
デ
ア
を
紹
介
す
る
こ
と
に
し
た
。
道
具

の
扱
い
に
不
慣
れ
な
教
員
が
多
い
こ
と
か
ら
、
ま

ず
は
手
本
を
西
口
さ
ん
が
示
し
た
後
、
教
員
に
そ

れ
を
補
う
説
明
を
し
て
も
ら
う
と
い
う
形
の
チ
ー

ム
テ
ィ
ー
チ
ン
グ
を
各
校
で
進
め
て
い
っ
た
。

　
こ
の
活
動
で
活
用
し
た
の
が
、
ベ
ナ
ン
で
活
動

す
る
教
育
分
野
の
隊
員
た
ち
と
共
に
分
科
会
活
動

と
し
て
作
成
し
た
教
員
用
指
導
書
だ
。
経
験
が
乏

し
く
て
も
授
業
が
行
え
る
よ
う
、
道
具
の
扱
い
方

を
は
じ
め
、
授
業
案
や
指
導
の
ポ
イ
ン
ト
な
ど
を

や
さ
し
く
解
説
し
て
い
る
も
の
。
そ
の
特
長
の
ひ

と
つ
は
、「
現
地
に
即
し
た
授
業
ア
イ
デ
ア
」
を

盛
り
込
ん
で
い
る
点
だ
。
例
え
ば
、
同
国
の
市
場

で
売
ら
れ
て
お
り
、
安
価
で
入
手
で
き
る
ア
フ
リ

カ
布
を
使
っ
た
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
な
ど
で
あ
る
。

［
研
修
会
の
開
催
］

　
巡
回
指
導
を
始
め
て
1
年
ほ
ど
経
っ
た
こ
ろ
に

は
、
巡
回
で
き
て
い
な
い
学
校
の
教
員
へ
の
指
導

を
目
的
に
、
図
工
授
業
の
研
修
会
を
実
施
し
た
。

配
属
先
か
ら
の
要
望
を
受
け
て
の
こ
と
だ
っ
た
。

　
受
講
者
は
、
市
内
の
小
学
校
の
教
員
約
1
0
0

人
。巡
回
先
で
も
と
り
わ
け
評
判
の
よ
か
っ
た「
折

り
紙
」「
紙
の
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
」「
ア
フ
リ
カ
布
の

パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
」
の
3
つ
の
授
業
を
紹
介
し
た
。

講
師
役
は
、
西
口
さ
ん
と
共
に
授
業
を
行
っ
た
巡

回
先
の
教
員
た
ち
に
担
当
し
て
も
ら
っ
た
。

　
研
修
会
で
は
、
教
員
用
指
導
書
を
配
布
し
、
活

用
を
促
す
こ
と
も
狙
っ
た
。
そ
の
点
で
ひ
と
役

買
っ
て
く
れ
た
の
は
、
講
師
役
を
務
め
た
教
員
た

ち
。西
口
さ
ん
と
授
業
を
行
っ
た
経
験
を
も
と
に
、

自
分
た
ち
が
感
じ
た
指
導
書
の
有
用
性
を
説
い
て

く
れ
た
の
だ
っ
た
。
同
じ
ベ
ナ
ン
人
教
員
の
口
か

ら
聞
く
説
明
に
受
講
者
も
納
得
が
い
っ
た
よ
う

で
、
研
修
会
の
後
に
受
講
者
た
ち
の
学
校
を
回
っ

た
際
に
は
、
彼
ら
の
変
化
を
実
感
。
指
導
書
を
参

照
し
て
図
工
授
業
に
挑
戦
し
始
め
た
教
員
、
指
導

書
を
手
に
西
口
さ
ん
に
授
業
の
サ
ポ
ー
ト
を
依
頼

す
る
教
員
な
ど
が
現
れ
た
の
だ
っ
た
。な
か
に
は
、

学
校
全
体
で
改
め
て
図
工
授
業
の
意
義
を
話
し
合

い
、
実
施
に
向
け
た
準
備
を
し
て
い
る
学
校
も

あ
っ
た
。

体
育
授
業
の
定
着
に
向
け
て

　
西
口
さ
ん
は
巡
回
指
導
を
始
め
た
当
初
か
ら
、

体
育
授
業
の
充
実
化
支
援
も
進
め
て
い
っ
た
。
そ

の
手
段
と
し
た
の
は
「
運
動
会
」
だ
。
運
動
会
と

い
う
明
確
な
目
標
を
立
て
、
そ
れ
に
向
け
た
各
種

競
技
の
練
習
を
体
育
授
業
の
中
で
行
う
。
そ
う
す

れ
ば
児
童
の
成
長
過
程
が
よ
り
見
え
や
す
く
な
る

た
め
、
体
育
授
業
を
受
け
る
機
会
が
な
か
っ
た
教

員
た
ち
に
も
、
体
育
授
業
に
対
す
る
意
欲
や
、
そ

の
意
義
に
対
す
る
理
解
を
持
っ
て
も
ら
い
や
す
い

だ
ろ
う
と
考
え
た
の
だ
っ
た
。

　
西
口
さ
ん
は
巡
回
先
の
職
員
会
議
の
席
で
、
運

動
会
の
開
催
、
お
よ
び
そ
れ
に
向
け
た
練
習
を
体

育
授
業
の
中
で
行
う
こ
と
を
提
案
。「
運
動
会
で

行
う
団
体
競
技
の
練
習
を
通
じ
て
、
児
童
た
ち
に

は
仲
間
意
識
が
芽
生
え
、
互
い
を
思
い
や
る
心
を

育
む
こ
と
が
で
き
る
」
な
ど
、
運
動
会
の
効
果
に

つ
い
て
は
文
書
に
ま
と
め
て
教
員
た
ち
に
配
布
し

た
。
さ
ら
に
、
日
本
の
運
動
会
の
映
像
や
写
真
も

見
て
も
ら
っ
た
。

　
そ
う
し
て
開
催
が
決
ま
る
と
、
約
４
カ
月
に
わ

た
っ
て
体
育
授
業
で
の
練
習
を
実
施
。
盛
り
込
ん

だ
種
目
は
、「
綱
引
き
」「
台
風
の
目
」「
玉
入
れ
」

「
組
体
操
」「
リ
レ
ー
」「
ボ
ー
ル
運
び
」
な
ど
だ
。

　
運
動
会
を
経
験
し
て
い
な
い
教
員
た
ち
は
、
運

動
会
に
向
け
た
体
育
授
業
を
始
め
た
当
初
こ
そ
、

練
習
か
ら
本
番
ま
で
の
一
連
の
プ
ロ
セ
ス
が
想
像

で
き
な
い
様
子
だ
っ
た
。
一
方
の
児
童
た
ち
も
、

最
初
は
未
知
の
競
技
に
戸
惑
う
様
子
を
見
せ
て
い

た
。
し
か
し
、
ル
ー
ル
が
わ
か
り
、
競
技
の
楽
し

さ
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
と
、
児

童
た
ち
は
集
中
し
て
練
習
に
取
り
組
む
よ
う
に

な
っ
て
い
く
。
す
る
と
、
児
童
の
変
化
を
目
の
当

た
り
に
し
た
教
員
た
ち
の
指
導
も
、
次
第
に
熱
が

増
し
て
い
く
の
だ
っ
た
。

　
当
日
は
、
競
技
に
懸
命
に
取
り
組
む
児
童
た
ち

の
姿
が
見
ら
れ
、
日
本
の
運
動
会
さ
な
が
ら
の
光

景
が
広
が
っ
た
。
西
口
さ
ん
は
、
自
身
の
帰
国
後

を
見
越
し
、
運
動
会
当
日
の
運
営
は
、
必
要
な
役

目
を
教
員
た
ち
に
割
り
振
り
、
彼
ら
が
主
体
と

な
っ
て
進
め
て
も
ら
う
よ
う
努
め
た
。

　
西
口
さ
ん
の
任
期
中
、
以
上
の
よ
う
な
運
動
会

の
試
み
が
、
2
校
で
計
3
回
実
現
。
練
習
か
ら
当

日
の
運
営
ま
で
、
運
動
会
を
丸
ご
と
経
験
し
た
教

員
た
ち
は
、
そ
の
後
の
自
力
で
の
継
続
に
意
欲
を

見
せ
て
く
れ
た
の
だ
っ
た
。

❶❷

❸

❹

■  Profi le

1992年 生まれ、大 阪 府出 身。2016年3月
に大阪教育大学を卒業後、同年6月、協力
隊員としてベナンに赴任。18年6月に帰国。
19年1月より、アジア系エアラインの客室乗
務員として勤務。

■  活動の概要
モノ県ホエヨベ市の視学官事務所に配属さ
れ、主に図工と体育の授業の定着を目的に、
小学校を巡回して以下の活動に従事。
●図工授業の支援
●図工授業の教員用指導書の作成（教育

分野の隊員による分科会活動として）
●教員対象の図工研修会の開催
●体育授業の支援
●運動会の開催（2校で計3回）

   
   

図工＆体育

「指導書」と「運動会」により、
実技教科が浸透

西口さんの要請内容は、小学校の実技教科の充実化に向けた支援。

教員たちの知識・経験の不足から、授業がほとんど実施されていなかったなか、

「教員用指導書」や「運動会」を糸口に、図工と体育の定着を図った。

CASE

2

材料や道具は現地で調達を ！

図工や体育の授業を継続してもらうために
は、入手可能な材料や道具の発見・提案が
カギとなる。本事例では、運動会の「玉入れ」
の玉は、乾燥トウモロコシをアフリカ布で
包んだもの。洋裁の授業で児童たち自身が
つくった。

事例のポイント

❶西口さんが配属先と協力して開催
した図工授業の教員研修会の受講
者たち。掲げているのは、自分た
ちで製作した折り紙の風車

❷図工授業で製作した段ボールの時
計を持つ児童たち

❸運動会で組体操を演じる児童たち
❹運動会の「ボール運び」。ボールの

代わりに道端になっているオレンジ
を、載せて運ぶ台はアフリカ布を
使った

小学校教育分野の活動ポイント特集1
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吉
田
さ
ん
が
配
属
さ
れ
た
の
は
、
ニ
ョ
ン
・
ケ

レ
県
初
等
教
育
事
務
所
。
同
国
で
は
、
2
0
0
2

年
に
初
等
教
育
が
無
償
化
さ
れ
、
重
点
課
題
の
ひ

と
つ
に
「
情
操
教
育
の
充
実
」
が
掲
げ
ら
れ
て
い

る
。
し
か
し
、
配
属
先
が
管
轄
す
る
小
学
校
の
大

半
で
は
、
教
員
た
ち
の
知
識
や
経
験
の
不
足
、
あ

る
い
は
道
具
の
不
足
に
よ
り
、
実
技
教
科
の
指
導

に
苦
戦
し
て
い
た
。
そ
う
し
た
現
状
の
な
か
で
吉

田
さ
ん
に
求
め
ら
れ
て
い
た
の
は
、
小
学
校
を
巡

回
し
、
実
技
教
科
の
授
業
を
充
実
化
さ
せ
る
支
援

を
行
う
こ
と
だ
っ
た
。

［
音
楽
の
基
礎
の
指
導
］

吉
田
さ
ん
が
力
を
入
れ
て
取
り
組
ん
だ
教
科
の

ひ
と
つ
が
音
楽
。
教
員
た
ち
に
は
「
音
程
」
や
「
リ

ズ
ム
」
な
ど
音
楽
に
関
す
る
基
本
的
な
知
識
が
欠

け
て
お
り
、学
校
に
は
楽
器
も
な
い
。
そ
の
た
め
、

授
業
は
簡
単
な
歌
を
繰
り
返
し
教
え
る
ば
か
り
と

な
っ
て
い
た
。

音
楽
授
業
の
充
実
化
に
取
り
組
む
に
当
た
っ
て

吉
田
さ
ん
が
考
慮
し
た
の
は
、
準
備
な
ど
の
負
担

が
で
き
る
だ
け
少
な
い
授
業
方
法
を
提
案
す
る
こ

と
。
教
員
た
ち
の
業
務
量
は
主
要
教
科
の
分
だ
け

で
も
多
か
っ
た
た
め
、
負
担
が
大
き
い
と
音
楽
授

業
の
定
着
が
見
込
め
な
い
と
考
え
た
の
だ
っ
た
。

吉
田
さ
ん
は
、
現
地
の
教
員
と
共
に
音
楽
授
業

を
行
い
な
が
ら
、
そ
の
方
法
を
教
員
に
伝
え
て

い
っ
た
。
手
始
め
に
紹
介
し
た
の
は
、「
音
程
」

や
「
リ
ズ
ム
」
な
ど
の
音
楽
の
「
基
礎
」
を
教
え

る
授
業
。
そ
れ
ら
を
ま
ず
は
教
員
に
身
に
付
け
て

も
ら
う
こ
と
が
必
要
だ
と
の
考
え
か
ら
だ
。
具
体

的
に
は
、
2
拍
子
や
3
拍
子
の
リ
ズ
ム
を
拍
手
で

と
る
練
習
や
、「
ド
レ
ミ
」
な
ど
の
「
音
名
」
で

歌
う
練
習
な
ど
で
あ
る
。
授
業
の
流
れ
は
、
最
初

に
吉
田
さ
ん
が
手
本
を
示
し
、
次
に
教
員
に
も
手

本
を
示
し
て
も
ら
っ
た
後
、
児
童
た
ち
に
練
習
さ

せ
る
と
い
う
も
の
に
し
た
。
そ
う
す
る
こ
と
で
、

教
員
た
ち
の
音
楽
ス
キ
ル
や
音
楽
へ
の
関
心
の
高

ま
り
を
狙
っ
た
。

　
そ
の
後
、
教
員
が
意
味
を
補
足
し
な
が
ら
「
歌

詞
」
を
読
み
、
曲
に
合
わ
せ
て
歌
う
練
習
へ
と
移

行
。
新
た
な
歌
を
習
得
す
る
た
び
に
教
員
た
ち
も

自
信
が
増
し
て
い
く
よ
う
で
、
1
年
ほ
ど
経
つ
と

吉
田
さ
ん
抜
き
で
歌
唱
指
導
が
で
き
る
教
員
も
現

れ
て
き
た
。

［
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
活
用
］

 

「
楽
器
が
な
い
」。
こ
の
壁
へ
の
対
処
法
と
し
て

吉
田
さ
ん
が
提
案
し
た
の
は
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

を
楽
器
と
し
て
使
う
こ
と
が
で
き
る
「
楽
器
演
奏

ア
プ
リ
」
の
活
用
だ
。
こ
れ
は
、
画
面
に
ピ
ア
ノ

の
鍵
盤
が
映
り
、
タ
ッ
プ
し
た
鍵
盤
の
音
が
鳴
る

と
い
う
も
の
。
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
持
つ
教
員
が

い
る
こ
と
を
知
り
、
ひ
ら
め
い
た
ア
イ
デ
ア
だ
っ

た
。
教
員
た
ち
に
こ
の
ア
プ
リ
の
存
在
を
伝
え
る

と
、「
ピ
ア
ノ
が
な
い
の
で
歌
の
伴
奏
を
諦
め
て

い
た
け
れ
ど
、
こ
れ
な
ら
本
物
の
ピ
ア
ノ
の
代
わ

り
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
。
練
習
し
て
授
業
に
取

り
入
れ
た
い
」
と
、前
向
き
な
反
応
が
得
ら
れ
た
。

　
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
は
、
ほ
か
に
も
音
楽
授
業
で

有
効
活
用
で
き
る
道
が
あ
っ
た
。
児
童
た
ち
の
歌

や
ダ
ン
ス
を
記
録
し
、
共
有
す
る
た
め
の
ツ
ー
ル

と
す
る
こ
と
だ
。
吉
田
さ
ん
の
授
業
を
録
画
し
、

そ
れ
を
参
考
に
し
な
が
ら
、
吉
田
さ
ん
が
指
導
し

て
い
た
歌
や
ダ
ン
ス
を
自
分
の
授
業
で
教
え
る
教

員
が
出
て
き
た
の
だ
っ
た
。

　
楽
器
演
奏
ア
プ
リ
に
つ
い
て
は
、
結
局
、「
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
扱
い
自
体
に
慣
れ
て
い
な
い
」

「
ア
プ
リ
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
る
料
金
プ
ラ
ン

に
入
っ
て
い
な
い
」
な
ど
の
理
由
か
ら
、
教
員
た

ち
が
授
業
で
使
い
こ
な
せ
る
よ
う
に
な
る
ま
で
に

は
至
ら
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
現
地
は
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
な
ど
I
T
機
器
の
環
境
が
急
速
に
変
化
し

て
い
る
最
中
。
教
員
た
ち
が
今
後
、
吉
田
さ
ん
が

与
え
た
ヒ
ン
ト
を
土
台
に
、
音
楽
授
業
で
の
I
T

機
器
の
活
用
を
広
げ
て
い
く
可
能
性
は
高
い
。

合
唱
コ
ン
ク
ー
ル
を
開
催

　
吉
田
さ
ん
が
、
音
楽
授
業
の
支
援
の
一
環
と
し

て
「
合
唱
コ
ン
ク
ー
ル
」
を
企
画
・
実
施
し
た
の

は
、
任
期
も
残
り
半
年
ほ
ど
と
な
っ
た
時
期
だ
。

そ
れ
ま
で
吉
田
さ
ん
が
教
員
た
ち
と
行
っ
て
き
た

音
楽
授
業
は
、
児
童
の
「
表
現
」
す
る
力
を
養
う

内
容
が
も
っ
ぱ
ら
だ
っ
た
。
そ
う
し
た
な
か
、
他

者
の
表
現
を
「
鑑
賞
」
し
、
そ
れ
を
自
ら
の
表
現

へ
と
生
か
し
て
い
く
こ
と
の
重
要
性
を
、
教
員
や

児
童
に
実
感
し
て
も
ら
お
う
と
の
意
図
で
企
画
し

た
の
が
合
唱
コ
ン
ク
ー
ル
だ
っ
た
。

　
参
加
し
た
の
は
、小
学
校
4
校
と
幼
稚
園
1
園
。

各
ク
ラ
ス
が
1
曲
ず
つ
、
振
り
付
け
と
と
も
に
歌

う
こ
と
と
し
、
審
査
員
は
各
校
の
関
係
者
に
務
め

て
も
ら
っ
た
。
各
ク
ラ
ス
が
歌
う
曲
は
、
吉
田
さ

ん
自
身
が
選
曲
を
担
当
。
そ
れ
ま
で
授
業
で
扱
っ

て
き
た
曲
の
な
か
か
ら
、
そ
の
ク
ラ
ス
の
力
量
に

合
っ
た
曲
を
選
ん
だ
。『
き
ら
き
ら
星
』
や
『
ド

レ
ミ
の
う
た
』
な
ど
が
そ
の
例
だ
。
一
方
、
振
り

付
け
は
各
担
任
教
員
と
そ
の
ク
ラ
ス
の
児
童
た
ち

で
自
由
に
考
え
て
も
ら
う
こ
と
に
し
た
。

　
合
唱
の
経
験
が
浅
い
児
童
た
ち
に
と
っ
て
、「
周

囲
と
音
程
や
リ
ズ
ム
を
合
わ
せ
て
歌
う
こ
と
」
は

容
易
で
な
い
。
そ
こ
で
吉
田
さ
ん
が
合
唱
コ
ン

ク
ー
ル
に
向
け
、
新
た
に
紹
介
し
た
技
術
の
ひ
と

つ
が
、「
音
程
の
高
低
を
手
の
上
げ
下
げ
で
表
し

な
が
ら
歌
う
」
と
い
う
も
の
。
視
覚
化
に
よ
り
、

音
程
の
イ
メ
ー
ジ
を
掴
み
や
す
く
す
る
技
術
だ

が
、
こ
れ
が
的
中
。
児
童
が
「
正
し
い
音
程
で
歌

え
て
い
る
か
否
か
」
を
よ
り
強
く
意
識
し
、
音
程

や
リ
ズ
ム
が
そ
ろ
う
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
の

だ
っ
た
。

　
迎
え
た
コ
ン
ク
ー
ル
当
日
。
振
り
付
け
の
創
作

を
各
ク
ラ
ス
に
委
ね
た
こ
と
に
よ
り
、
発
表
は
い

ず
れ
も
個
性
が
際
立
つ
も
の
と
な
っ
た
。
他
の
ク

ラ
ス
の
歌
を
初
め
て
聴
く
児
童
た
ち
は
、
自
分
た

ち
の
発
表
に
熱
を
込
め
る
だ
け
で
な
く
、
他
の
ク

ラ
ス
の
発
表
に
も
興
味
津
々
。「
鑑
賞
」
を
体
験

さ
せ
る
と
い
う
吉
田
さ
ん
の
意
図
は
的
中
し
た
。

　
合
唱
コ
ン
ク
ー
ル
で
児
童
が
見
せ
た
成
長
も

あ
っ
て
か
、
後
日
、
教
員
た
ち
を
対
象
に
実
施
し

た
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、「
音
楽
教
育
の
有
用
性
を

感
じ
る
」
と
い
う
コ
メ
ン
ト
が
多
く
寄
せ
ら
れ
た

の
だ
っ
た
。

❶❷

❸

■  Profi le

1991年、富山県出身。大学卒業後、臨時
的任用講師として中学校と小学校に勤務。
2016年9月、協力隊員としてカメルーンに赴
任。18年9月に帰国。

■  活動の概要
ニョン・ケレ県初等教育事務所に配属され、
小学校で以下の活動に従事。
●体育、音楽、図工、保健等の巡回指導
●絵画展、合唱コンクール、運動会などの

学校行事の企画・運営
●教員や指導主事向けの研修会の企画・

運営補助

   
   

❶合唱コンクールでダンスを踊りなが
ら合唱する児童たち

❷音楽授業のアイデアのひとつとして
吉田さんが紹介した「リズム遊び」
をする児童たち

❸吉田さん（中央）は、配属先の依
頼で教育主事を対象とした音楽の
研修会も実施。音名に合わせて手
の動きを付けた「ドレミ体操」を
紹介している

CASE

3

児童の変化を証拠に ！

実技教科の重要性を理解してもらうために
は、口頭で説明するよりも、「児童たちの
変化」を実感してもらうのが早道。本事例
では、「合唱コンクール」によって、児童た
ちの「協力してひとつのものを創り上げる」
という力の成長を示すことができた。

事例のポイント

音楽

楽器要らずの音楽授業を提案し、
初の「合唱コンクール」を開催

県の初等教育事務所に配属された吉田さん。

「スマートフォンの活用」などの工夫によって音楽授業の充実化を図り、

初となる合唱コンクールの開催を実現させた。

小学校教育分野の活動ポイント特集1
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JICA海外協力隊への技術支援を目的に、分野ごとに配置されて

いる技術顧問。派遣中隊員から寄せられた活動に関する相談と、

それに対する技術顧問による回答の例をご紹介します。

活動Q＆A集
協力 隊 技 術 顧 問 が 回 答

　
教
室
を
清
掃
す
る
習
慣
の
な
か
っ
た

学
校
に
配
属
さ
れ
て
、
自
分
の
教
室
か

ら
始
め
た
清
掃
活
動
が
、
学
校
全
体
の

「
清
掃
時
間
」
と
し
て
設
け
ら
れ
、
地

域
を
巻
き
込
む
活
動
に
も
拡
が
っ
た
と

い
う
報
告
も
あ
り
ま
し
た
。
焦
ら
ず
、

教
室
の
中
の
小
さ
な
活
動
か
ら
、
児
童

と
先
生
、
共
に
進
め
て
み
ま
し
ょ
う
。

　
担
任
の
先
生
と
の
件
は
、
同
僚
と
い

う
立
場
を
超
え
て
「
友
達
」
と
し
て
の

お
付
き
合
い
が
大
切
な
要
素
に
な
る
の

で
し
ょ
う
。
い
ろ
ん
な
会
話
の
中
か
ら

「
相
互
理
解
」
が
進
む
こ
と
が
大
切
で

す
。
と
き
に
は
お
茶
を
飲
み
な
が
ら
、

食
事
を
共
に
す
る
こ
と
も
良
い
で
し
ょ

う
。
こ
の
よ
う
に
互
い
に
理
解
が
進
め

ば
、「
携
帯
電
話
」
の
こ
と
も
、「
始
業

開
始
時
刻
の
遵
守
」
の
こ
と
も
、「
授

業
進
行
方
法
」
の
こ
と
も
、「
教
育
活

動
上
の
共
通
の
話
題
」
と
し
て
深
く
話

が
で
き
る
よ
う
に
な
る
は
ず
で
す
。

 

「
話
し
10
回
よ
り
お
茶
3
回
、
お
茶
3

回
よ
り
お
酒
1
回
」
と
揶
揄
さ
れ
る
こ

と
に
も
ま
た
「
真
」
が
隠
さ
れ
て
い
る

の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。
せ
っ
か
く
の

機
会
で
す
、
任
地
で
た
く
さ
ん
の
友
達

を
作
っ
て
く
だ
さ
い
。

	

「
快
適
な
学
習
環
境
作
り
、
み
ん
な
が

認
め
合
い
自
主
的
に
学
習
に
取
り
組
む

学
習
規
範
作
り
」。
日
本
の
教
室
で
も

こ
れ
を
目
指
し
て
、
小
さ
な
活
動
を
連

続
さ
せ
て
い
ま
す
。

　
登
校
か
ら
下
校
ま
で
快
適
な
教
室
環

境
を
整
え
る
た
め
に
、
朝
教
室
の
窓
を

開
け
る
、
教
室
の
ゴ
ミ
を
拾
う
な
ど
、

み
ん
な
で
相
談
し
て
「
係
分
担
」
す
る

の
も
そ
の
ひ
と
つ
で
す
。
子
ど
も
の
頃

行
っ
た
係
活
動
を
思
い
出
し
ま
せ
ん

か
。

　
子
ど
も
達
は
本
来
「
頼
ま
れ
ご
と
」、

「
係
活
動
」は
好
き
な
の
で
す
。一
方「
飽

き
や
す
い
」と
い
う
特
性
も
あ
り
ま
す
。

授
業
開
始
前
に
、「
ひ
と
り
〇
個
ず
つ

ゴ
ミ
を
拾
っ
て
か
ら
授
業
を
は
じ
め
ま

し
ょ
う
」
と
い
う
こ
と
を
し
た
記
憶
は

あ
り
ま
せ
ん
か
？
　
同
様
に
「
机
は
黒

板
の
方
に
し
っ
か
り
向
く
よ
う
に
並
べ

ま
し
ょ
う
」
と
い
う
こ
と
も
。
そ
し
て

1
時
間
の
授
業
が
終
わ
る
と
、
黒
板

係
な
ど
が
自
主
的
に
活
動
を
は
じ
め
ま

す
。
取
り
立
て
て
「
環
境
教
育
」
や
「
学

習
環
境
整
備
活
動
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
な
ど

と
い
わ
ず
と
も
、
意
識
し
た
日
常
活
動

の
継
続
で
い
つ
の
間
に
か
そ
の
習
慣
が

で
き
あ
が
り
ま
す
。

Answ
er

　

2
点
相
談
が
あ
り
ま
す
。
1
点
目
は
、

ゴ
ミ
が
目
立
つ
教
室
、
机
が
整
頓
さ
れ
て

い
な
い
教
室
、
始
業
時
刻
に
な
っ
て
も
子

ど
も
た
ち
が
な
か
な
か
授
業
を
始
め
ら
れ

る
状
態
に
な
ら
な
い
と
い
う
、「
授
業
以
前

の
問
題
」
が
目
立
つ
こ
と
で
す
。
環
境
教

育
の
必
要
性
も
感
じ
て
い
ま
す
。

　

2
点
目
は
、「
先
生
の
勤
務
態
度
」
で
す
。

授
業
が
開
始
時
刻
に
始
ま
ら
な
い
、
私
が

授
業
に
入
る
と
授
業
へ
の
関
与
を
や
め
て

し
ま
う
、
携
帯
電
話
が
鳴
る
と
授
業
を
止

め
て
外
に
出
て
し
ま
う
…
…
。
こ
れ
ら
の

こ
と
を
直
接
注
意
し
た
ら
、
私
が
彼
ら
の

授
業
に
入
る
こ
と
を
拒
否
さ
れ
、
話
も
し

て
く
れ
な
く
な
り
ま
し
た
。

　

整
っ
た
教
室
環
境
で
、
担
任
の
先
生
と

良
い
関
係
を
保
ち
、
授
業
が
で
き
る
よ
う

に
し
た
い
と
思
っ
て
い
る
の
で
す
が
、
こ

れ
ら
の
問
題
を
解
決
す
る
た
め
に
ア
ド
バ

イ
ス
を
い
た
だ
け
ま
す
で
し
ょ
う
か
。

　
　
　
　

小
学
校
で
活
動
し
て
い
る

小
学
校
教
育
隊
員
よ
り

「
学
習
環
境
」や「
学
習
習

慣
」形
成
の
方
法
と
同
僚

の
勤
務
態
度
に
つ
い
て

 

修
を
、3
年
間
を
つ
な
ぐ
「
ア
ク
シ
ョ

ン
プ
ラ
ン
」
を
確
認
し
あ
い
、
そ
れ

ぞ
れ
の
任
国
で
の
活
動
に
つ
な
げ
よ

う
と
し
て
い
た
計
画
も
見
事
で
し

た
。
こ
の
研
修
会
の
企
画
力
・
経
営

力
・
運
営
力
に
は
素
直
に
敬
服
し
て

し
ま
っ
た
も
の
で
す
。

　

た
く
さ
ん
の
開
発
途
上
国
へ
の
出

張
機
会
を
通
し
て
、
い
つ
も
強
く
感

じ
た
こ
と
は
シ
ニ
ア
、
青
年
と
も
に
、

学
生
・
子
ど
も
達
に
「
生
き
方
（
行

き
方
）
モ
デ
ル
」
と
し
て
の
大
人
の

生
き
様
を
堂
々
と
示
す
活
動
を
し
て

く
れ
て
い
た
こ
と
で
し
た
。
意
識
せ

　

9
年
の
在
任
期
間
、
青
年
、
シ
ニ

ア
問
わ
ず
た
く
さ
ん
の
素
敵
な
大
人

に
出
会
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ど

の
国
を
訪
れ
て
も
、
子
ど
も
達
の
前

で
す
る
は
つ
ら
つ
と
し
た
活
動
を
観

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

豊
富
な
経
験
を
生
か
し
て
教
員
養

成
校
で
活
動
す
る
シ
ニ
ア
は
、
図
画

工
作
科
指
導
法
の
授
業
で
、
斬
新
で

具
体
的
な
指
導
手
法
を
駆
使
さ
れ
て

い
ま
し
た
。教
科
学
習
と
し
て
教
わ
っ

た
経
験
さ
え
な
い
学
生
に
、
表
現
す

る
こ
と
の
楽
し
さ
を
伝
え
る
工
夫
一

杯
の
指
導
は
圧
巻
で
し
た
。

　

ア
フ
リ
カ
で
活
動
し
て
い
た
若
者

は
、
1
ク
ラ
ス
1
0
0
人
を
超
え
る

児
童
の
興
味
を
引
き
つ
け
、
実
に
楽

し
そ
う
に
歌
を
歌
い
、
リ
ズ
ム
遊
び

を
し
て
い
ま
し
た
。
そ
の
授
業
時
間

中
、一
度
も
「
叱
る
」
こ
と
が
な
か
っ

た
の
は
見
事
で
感
動
さ
え
し
て
し
ま

い
ま
し
た
。

　

中
米
の
若
者
達
は
、
中
南
米
広
域

研
修
と
称
し
て
10
に
近
い
国
々
か
ら

協
力
隊
員
・
カ
ウ
ン
タ
ー
パ
ー
ト
の

参
集
を
得
て
、
4
、5
日
に
わ
た
る
研

修
会
を
組
織
・
運
営
し
、
充
実
し
た

研
修
を
作
り
上
げ
て
い
ま
し
た
。
３

年
ご
と
に
（
3
回
目
は
1
カ
国
で
の

国
内
研
修
だ
っ
た
が
）
行
わ
れ
た
研

修
主
題
は
連
続
性
が
あ
り
ま
し
た
。

単
発
で
終
わ
っ
て
し
ま
い
が
ち
な
研

ず
行
っ
た
こ
と
な
の
で
し
ょ
う
。
そ

れ
で
も
そ
の
授
業
活
動
に
心
を
揺
る

が
さ
れ
た
学
生
・
子
ど
も
達
は
、「
こ

ん
な
素
敵
な
大
人（
教
員
）に
な
ろ
う
」

と
、
明
確
に
、
あ
る
い
は
漠
然
と
モ

デ
ル
化
し
た
は
ず
で
す
。
そ
し
て
間

違
い
な
く
、
進
路
選
択
に
迫
ら
れ
た

と
き
に
は
、
協
力
隊
員
の
は
つ
ら
つ

と
し
た
姿
を
モ
デ
ル
に
し
た
選
択
を

す
る
は
ず
で
す
。
ま
る
で
隊
員
か
ら

「
遺
伝
子
」
を
受
け
継
い
だ
よ
う
に
で

す
。

　

ご
自
分
の
、
今
お
こ
な
っ
て
い
る

活
動
の
一
つ
ひ
と
つ
を
思
い
起
こ
し

て
み
て
く
だ
さ
い
。
学
ん
で
新
し
く

作
り
上
げ
た
指
導
法
も
あ
る
の
で

し
ょ
う
が
、
自
分
が
子
ど
も
の
頃
に

「
さ
せ
ら
れ
た
」
あ
る
い
は
「
み
せ
ら

れ
た
」
学
習
手
法
、
授
業
法
を
無
意

識
に
真
似
を
し
て
い
る
こ
と
に
思
い

当
た
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
自

分
で
全
て
作
り
上
げ
た
と
想
い
な
が

ら
も
、
振
り
返
っ
て
み
る
と
、
大
好

き
な
人
を
モ
デ
ル
化
し
て
活
動
し
て

い
る
こ
と
が
あ
る
も
の
で
す
。

　

そ
れ
ほ
ど
ま
で
に
子
ど
も
達
の
前

に
立
つ
大
人
の
影
響
は
、
成
長
期
の

子
ど
も
達
に
作
用
し
ま
す
。

　

表
題
は
、
か
つ
て
私
が
教
員
だ
っ

た
時
代
に
、
学
校
に
集
う
大
人
が
教

育
活
動
に
当
た
る
「
合
言
葉
」
と
し

て
い
た
も
の
で
す
。

「愛、夢、希望、勇気」

図工作品展示を終えて、笑顔いっぱいのベナンの児童たちと現地教員

このたび技術顧問を退任される荒木
拓一さんに、技術顧問としてのご経
験を振り返ると共に、JICA海外協
力隊に向けたメッセージをお寄せい
ただきました。

　

私
達
は
、「
子
ど
も
達
に
限
り
な
い

愛
情
を
注
ぎ
、
21
世
紀
を
立
派
に
背

負
う
子
ど
も
達
に
夢
を
か
け
、
希
望
を

持
ち
、
自
信
に
満
ち
た
人
生
を
歩
む
こ

と
を
期
待
し
て
教
育
活
動
を
進
め
る
こ

と
」
を
目
標
と
し
た
い
も
の
で
す
。
経

験
の
長
短
は
大
き
く
は
影
響
し
ま
せ

ん
。
子
ど
も
達
の
未
来
に
期
待
し
、
活

動
を
試
み
る
「（
心
）
意
気
と
（
情
）
熱
」

こ
そ
が
大
切
な
の
で
す
。
そ
の
た
め
に
、

大
い
な
る
理
想
を
掲
げ
、
力
強
い
一
歩

を
、
勇
気
を
持
っ
て
踏
み
出
し
た
い
も

の
で
す
。
皆
さ
ん
の
、
次
に
踏
み
出
す

勇
気
あ
る
一
歩
に
期
待
し
て
い
ま
す
。

小学校教育分野の活動ポイント特集1



学
校
は
5
年
生
）
を
対
象
と
し
た
。
テ
ー

マ
を
変
え
た
5
つ
の
授
業
を
1
セ
ッ
ト
と

す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
、
1
週
1
テ
ー
マ
と

い
う
ペ
ー
ス
で
順
次
、
各
校
で
実
施
。
時

間
は
「
理
科
」
の
コ
マ
を
借
り
た
。
授
業

の
テ
ー
マ
は
次
の
と
お
り
。

❶
町
の
ゴ
ミ
処
理
の
現
状

❷
ゴ
ミ
の
分
別
の
仕
方

❸
ゴ
ミ
の
分
解
に
か
か
る
時
間

❹
水
の
効
果
的
な
使
い
方

❺
日
本
の
「
環
境
」
事
情

任
期
半
ば
に
引
き
継
ぎ
法
を
検
討

　

17
年
度
い
っ
ぱ
い
を
か
け
て
5
校
で
の

環
境
教
育
を
終
え
る
と
、
田
崎
さ
ん
は
あ

ら
た
め
て
活
動
を
振
り
返
っ
た
。
学
校
で

18
年
度
の
授
業
が
始
ま
る
の
は
、
帰
国
ま

で
残
り
半
年
あ
ま
り
と
い
う
時
期
。
お
の

ず
と
「
帰
国
」
が
視
野
に
入
っ
て
き
た
。

17
年
度
は
、「
で
き
る
こ
と
は
何
で
も
や

ろ
う
」
と
い
う
ス
タ
ン
ス
で
、
自
分
が
講

師
と
な
っ
て
学
校
で
の
環
境
教
育
を
展
開

し
て
き
た
が
、
そ
れ
は
自
分
の
帰
国
後
も

継
続
さ
れ
る
べ
き
も
の
。
し
か
し
、
配
属

先
の
同
僚
た
ち
に
は
、
引
き
継
い
で
も
ら

え
る
余
裕
が
な
い

—
—

。

　

そ
こ
で
田
崎
さ
ん
が
着
想
し
た
の
が
、

「
生
徒
が
生
徒
に
環
境
教
育
を
行
う
」
と

い
う
仕
組
み
を
つ
く
る
こ
と
だ
っ
た
。
講

師
役
に
な
り
う
る
と
目
星
を
付
け
た
の

は
、
町
内
の
中
学
校
2
校
に
あ
っ
た
「
環

境
委
員
会
」
だ
。
存
在
を
聞
き
つ
け
、
顧

問
の
教
員
を
訪
ね
た
こ
と
が
あ
っ
た
が
、

「
活
動
ら
し
い
活
動
が
で
き
て
い
な
い
」

と
の
こ
と
だ
っ
た
。そ
こ
で
田
崎
さ
ん
は
、

以
下
の
よ
う
な
理
由
か
ら
、
学
校
で
環
境

教
育
を
行
う
こ
と
を
委
員
会
の
「
伝
統
」

に
し
よ
う
と
考
え
た
の
だ
っ
た
。

●
教
員
た
ち
に
は
異
動
や
退
職
が
あ
る
た

め
、
彼
ら
に
環
境
教
育
の
手
法
を
伝
え
て

も
、学
校
の
財
産
と
し
て
残
ら
な
い
。

●
ペ
ル
ー
の
中
学
生
に
は
、
人
前
で
も

堂
々
と
発
言
で
き
る
「
大
人
っ
ぽ
さ
」
が

あ
る
。

　

農
村
部
に
あ
る
町
の
役
場
に
配
属
さ
れ

た
田
崎
さ
ん
。着
任
の
半
年
後
に
着
手
し
、

任
期
を
通
じ
て
メ
イ
ン
の
活
動
と
な
っ
た

の
は
、
学
校
で
の
環
境
教
育
だ
。
町
で
は

ゴ
ミ
の
ポ
イ
捨
て
が
多
か
っ
た
う
え
、
資

源
ゴ
ミ
を
回
収
す
る
団
体
が
存
在
す
る
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
住
民
に
よ
る
ゴ
ミ
の
分

別
が
徹
底
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
そ
う
し

た
背
景
か
ら
、
配
属
先
は
以
前
よ
り
環
境

教
育
に
取
り
組
み
た
い
と
希
望
し
て
い
た

も
の
の
、
環
境
部
門
の
担
当
者
の
手
が
回

ら
な
い
状
態
だ
っ
た
。
そ
こ
で
白
羽
の
矢

を
立
て
ら
れ
た
の
が
田
崎
さ
ん
だ
っ
た
。

　

現
地
の
学
校
は
、
3
月
に
年
度
の
授
業

が
始
ま
り
、
12
月
に
終
わ
る
。
2
0
1
6

年
10
月
に
着
任
し
た
田
崎
さ
ん
が
学
校
で

の
環
境
教
育
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
の
は
、

17
年
度
の
冒
頭
か
ら
だ
。
同
年
度
に
巡
回

し
た
の
は
、小
学
校
3
校
と
中
学
校
2
校
。

主
に
最
高
学
年
（
小
学
校
は
6
年
生
、
中

●
中
学
生
は
、
近
い
将
来
、
環
境
問
題
を

含
め
た
地
域
の
問
題
の
解
決
に
取
り
組
む

主
体
と
な
る
世
代
で
あ
る
。

　

こ
の
構
想
に
つ
い
て
、
配
属
先
の
環
境

課
長
も
「
い
い
ア
イ
デ
ア
だ
」
と
賛
同
し

て
く
れ
た
こ
と
か
ら
、
田
崎
さ
ん
は
早
速

2
校
を
訪
問
。
顧
問
の
教
員
か
ら
実
施
の

了
承
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
。

生
徒
が
自
作
教
材
で
授
業

　

2
校
で
最
初
に
行
っ
た
の
は
、
委
員
を

相
手
に
し
た
田
崎
さ
ん
に
よ
る
環
境
教
育

授
業
。
そ
れ
ま
で
の
授
業
で
扱
っ
て
き
た

5
つ
に
1
つ
追
加
し
て
計
6
テ
ー
マ
と

し
、
6
回
の
授
業
を
行
っ
た
。
学
校
は
い

ず
れ
も
午
前
と
午
後
の
2
部
制
で
あ
り
、

授
業
は
2
部
の
は
ざ
ま
の
時
間
帯
を
利

用
。
学
校
側
の
都
合
に
応
じ
て
、1
校
（
A

校
）
で
は
主
に
高
学
年
の
委
員
を
対
象

に
、
も
う
1
校
（
B
校
）
で
は
低
学
年
の

委
員
を
対
象
と
し
た
。

　

委
員
へ
の
授
業
が
完
了
す
る
と
、
す
ぐ

さ
ま
彼
ら
は
、
ほ
か
の
生
徒
を
対
象
と
し

た
授
業
の
実
践
に
移
っ
た
。
A
校
で
は
、

委
員
が
手
分
け
を
し
て
全
学
年
を
対
象
に

実
施
。
一
方
、B
校
で
は
、低
学
年
の
委
員

が
高
学
年
の
生
徒
を
相
手
に
授
業
を
す
る

の
は
難
し
い
だ
ろ
う
と
の
判
断
か
ら
、
委

員
が
そ
れ
ぞ
れ
自
分
の
ク
ラ
ス
の
生
徒
を

対
象
に
実
施
し
た
。
委
員
が
行
っ
た
授
業

は
、
田
崎
さ
ん
が
行
っ
た
6
回
の
授
業
の

内
容
を
1
回
分
に
ま
と
め
た
も
の
。
時
間

は
、授
業
の
合
間
を
利
用
し
た
。

　

講
師
役
を
務
め
た
委
員
た
ち
の
成
長
は

CASE 1

町
役
場
に
配
属
さ
れ
、
町
内
の
小
・
中
学
校
で
環
境
教
育
に
取
り
組
ん
だ
田
崎
さ
ん
。

同
僚
た
ち
に
そ
の
取
り
組
み
を
引
き
継
い
で
も
ら
う
の
が
難
し
か
っ
た
な
か
、

「
生
徒
が
生
徒
に
環
境
教
育
授
業
を
行
う
」
と
い
う
仕
組
み
を
つ
く
り
出
し
た
。

中
学
校
の「
環
境
委
員
会
」を

環
境
教
育
授
業
の
担
い
手
へ
と
育
成
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“任期終盤”の
  心構え

田崎さんの事例から

引き継ぎ手は「つくる」もの！
任期終盤にやるべきことのひとつは、そ
れまで取り組んできた活動の「引き継
ぎ」。配属先の同僚たちがその相手と
なり得ない状況ならば、ほかの誰かを
引き継ぎ手に「育てる」という選択肢を
検討する必要がある。

田崎さん基礎情報

■ PROFILE
1990年生まれ、神奈川県出身。大学卒業後、市役所に事務職
で勤務。2016年10月、協力隊員としてペルーに赴任（現職参加）。
18年10月に帰国し、復職。

■ 活動概要
農畜産業が盛んなピウラ州タンボグランデ町の町役場に配属され、
主に以下の活動に従事。

●小・中学校での環境教育の実施
●農業観光ツアーの企画・実施
●小学校での折り紙の指導

「それまでの活動の成果を定着させる」「蓄積してきた人脈や情報を土台

に、新たな活動に挑戦する」……。任期終盤におけるこうした取り組みを、

限られた時間のなかで充実させるためには、どのような心構えで臨むべき

か？　任期終盤が有意義なものとなった隊員の事例を通して、その要点を

ピックアップしてみる。

特 集 2

顕
著
だ
っ
た
。
最
初
こ
そ
、
緊
張
で
声
が

小
さ
か
っ
た
り
、
話
す
内
容
を
忘
れ
た
り

し
て
、
田
崎
さ
ん
が
サ
ポ
ー
ト
に
入
る
場

面
も
あ
っ
た
が
、
や
が
て
リ
ズ
ム
を
つ
か

む
と
、
堂
々
と
し
た
立
ち
居
振
る
舞
い
に

な
っ
て
い
く
の
だ
っ
た
。
一
方
、
受
講
す

る
側
の
生
徒
た
ち
も
、
同
年
代
の
仲
間
が

行
う
授
業
を
受
け
る
の
は
初
め
て
の
経
験

だ
っ
た
た
め
、
委
員
の
講
義
に
興
味
深
く

耳
を
傾
け
て
い
た
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
講
義
を
す
る
生
徒
と

受
講
す
る
生
徒
の
両
方
に
刺
激
の
大
き
か

っ
た
「
生
徒
対
生
徒
」
の
授
業
は
、
彼
ら

の
そ
の
後
の
行
動
変
容
に
も
つ
な
が
っ

た
。
顧
問
か
ら
「
ゴ
ミ
の
分
別
が
定
着
し
、

回
収
す
る
団
体
に
渡
せ
る
資
源
ゴ
ミ
が
多

く
な
っ
た
」
と
報
告
が
入
っ
た
ほ
か
、
全

校
生
徒
で
一
斉
に
校
内
を
清
掃
す
る
日
に

田
崎
さ
ん
が
学
校
を
訪
ね
る
と
、
委
員
た

ち
が
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
し
て
い
る

姿
が
見
ら
れ
た
の
だ
っ
た
。

　

田
崎
さ
ん
は
委
員
を
相
手
に
し
た
授
業

の
な
か
で
、
黒
板
に
貼
る
板
書
代
わ
り
の

教
材
を
彼
ら
に
自
作
し
て
も
ら
っ
た
。
田

崎
さ
ん
が
使
っ
て
い
た
教
材
か
ら
要
点
を

ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
、
テ
ー
マ
ご
と
に
そ
れ

ぞ
れ
2
枚
の
模
造
紙
に
ま
と
め
た
も
の

だ
。
そ
れ
を
委
員
た
ち
は
、
自
分
た
ち
が

講
師
役
と
な
る
授
業
で
使
用
。
両
校
の
委

員
会
が
今
後
、
そ
れ
を
代
々
受
け
継
ぎ
、

生
徒
た
ち
へ
の
環
境
教
育
授
業
を
継
続
し

て
い
く
こ
と
、
さ
ら
に
は
両
校
が
「
モ
デ

ル
」
と
な
り
、
同
様
の
取
り
組
み
が
他
校

へ
と
広
が
っ
て
い
く
こ
と
が
、
田
崎
さ
ん

の
期
待
す
る
と
こ
ろ
だ
。

1 2
43

環境教育の授業を行う中学5年生の環境委員。ゴミが自然に与える影響について説明している
中学5年生の委員による授業を真剣に聞く生徒たち
田崎さんの授業を受けた環境委員には修了証を授与。授業を行うために必要な自信を持ってもらうのが狙いだ
小学生を対象に、自作した土地の模型を使って環境教育授業を行う田崎さん 
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活動の仕上げ 1



“任期終盤”の心構え特 集 2

丸山さん基礎情報

■ PROFILE
1989年生まれ、東京都出身。大学卒業後、数学科教員とし
て公立中学校に3年間勤務。2016年10月、協力隊員として
ソロモンに赴任。18年10月に帰国。

■ 活動概要
ウェスタン州立ビウラ中高校に配属され、主に以下の活動に従
事。

●数学授業の実施
●数学科教員に対する助言
●全校生徒を対象とする計算コンテストの企画・実施

ち
の
授
業
を
見
学
さ
せ
て
も
ら
う
。
す
る

と
反
対
に
彼
ら
が
丸
山
さ
ん
の
授
業
を
覗

く
よ
う
に
な
り
、
そ
こ
で
見
た
授
業
方
法

を
真
似
る
よ
う
に
な
る

—
—

。
そ
ん
な
流

れ
を
つ
く
ろ
う
と
画
策
し
た
。
し
か
し
、

彼
ら
が
丸
山
さ
ん
の
授
業
を
覗
く
よ
う
に

は
な
っ
た
も
の
の
、
真
似
て
く
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
授
業
方
法
は
わ
ず
か
だ
っ
た
。

チ
ー
ム
テ
ィ
ー
チ
ン
グ
を
開
始

 

「『
背
中
で
語
る
』
だ
け
で
は
だ
め
だ
」。

17
年
度
の
授
業
が
終
わ
る
と
、
丸
山
さ
ん

　

丸
山
さ
ん
が
配
属
さ
れ
た
の
は
、
日
本

の
中
学
1
年
生
か
ら
大
学
1
年
生
に
あ
た

る
7
学
年
で
構
成
さ
れ
る
学
校
。
1
学
年

が
1
、2
ク
ラ
ス
ず
つ
と
い
う
規
模
だ
っ

た
。
数
学
科
の
現
地
教
員
は
3
人
。
コ
マ

数
に
対
し
人
数
が
不
足
し
て
い
た
こ
と
か

ら
、
一
教
員
と
し
て
数
学
の
授
業
を
分
担

す
る
こ
と
が
丸
山
さ
ん
の
メ
イ
ン
の
活
動

と
な
っ
た
。
着
任
の
3
カ
月
後
に
始
ま
っ

た
2
0
1
7
年
度
に
担
当
し
た
の
は
、2
、

3
年
生
の
授
業
。
翌
18
年
度
に
は
、
1
、2

年
生
の
授
業
を
担
当
し
た
。

 

「
教
科
書
を
書
き
写
す
だ
け
」
と
い
う
板

書
の
方
法
な
ど
、
同
僚
の
数
学
科
教
員
た

ち
の
授
業
に
は
課
題
も
多
か
っ
た
。
丸
山

さ
ん
は
彼
ら
へ
の
技
術
指
導
も
行
い
た
い

と
考
え
た
が
、
い
ず
れ
も
丸
山
さ
ん
よ
り

年
上
。
そ
の
た
め
、
当
初
は
ア
プ
ロ
ー
チ

の
方
法
を
つ
か
み
あ
ぐ
ね
た
。「
職
員
会

議
の
後
に
、
数
学
科
教
員
た
ち
だ
け
で
意

見
交
換
す
る
場
を
設
け
る
」
と
い
っ
た
こ

と
も
検
討
し
た
が
、「
時
間
を
割
い
て
ほ

し
い
」
と
強
く
要
望
す
る
の
は
た
め
ら
わ

れ
た
。
そ
う
し
て
最
初
に
試
み
た
の
は
、

「
背
中
で
語
る
」
と
い
う
方
法
だ
。
ま
ず
、

丸
山
さ
ん
が
空
き
時
間
に
数
学
科
教
員
た

は
こ
う
反
省
し
た
。
補
習
や
ク
ラ
ブ
活
動

な
ど
、
授
業
以
外
の
時
間
も
生
徒
た
ち
の

た
め
に
割
き
、
彼
ら
と
の
関
係
は
き
わ
め

て
良
好
だ
っ
た
。
そ
れ
だ
け
に
、「
生
徒

た
ち
と
の
『
学
園
ド
ラ
マ
』
に
陶
酔
し
て

い
る
だ
け
で
は
な
い
か
。
数
学
科
教
員
た

ち
に
十
分
な
ア
プ
ロ
ー
チ
が
で
き
な
い
ま

ま
で
終
わ
っ
て
し
ま
っ
て
い
い
の
か
」
と

自
分
を
責
め
る
気
持
ち
は
強
か
っ
た
。

　

そ
う
し
て
、
18
年
度
は
同
僚
と
の
「
チ

ー
ム
テ
ィ
ー
チ
ン
グ
」
を
実
現
し
よ
う
と

決
意
。
現
地
語
の
力
も
上
が
り
、
込
み
入

っ
た
内
容
の
会
話
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ

て
い
た
こ
と
も
、
教
員
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ

を
強
め
る
勇
気
を
後
押
し
し
た
。

　

チ
ー
ム
テ
ィ
ー
チ
ン
グ
の
相
手
に
し
よ

う
と
目
星
を
付
け
た
の
は
、
3
、4
年
生

の
授
業
を
担
当
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た

男
性
教
員
（
以
下
、
A
さ
ん
）。「
私
は
現

地
語
で
の
説
明
が
苦
手
な
の
で
、
そ
の
方

法
を
学
ぶ
た
め
に
授
業
に
入
ら
せ
て
ほ
し

い
」。
そ
う
打
診
す
る
と
、
彼
は
快
諾
。
学

校
側
に
も
2
人
の
授
業
の
時
間
が
重
な
ら

な
い
よ
う
な
時
間
割
に
し
て
も
ら
う
こ
と

が
で
き
た
こ
と
か
ら
、
丸
山
さ
ん
は
彼
の

授
業
に
毎
回
入
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

そ
う
し
て
18
年
度
が
始
ま
る
と
、
A
さ

ん
の
授
業
を
丸
山
さ
ん
が
サ
ブ
の
教
員
と

し
て
手
伝
う
チ
ー
ム
テ
ィ
ー
チ
ン
グ
が
ス

タ
ー
ト
。
し
か
し
当
初
は
、「
あ
の
説
明

の
仕
方
は
わ
か
り
や
す
い
」
な
ど
と
「
良

い
点
」
を
指
摘
す
る
だ
け
に
と
ど
め
た
。

抵
抗
感
か
ら
授
業
に
入
ら
せ
て
も
ら
え
な

く
な
る
の
を
恐
れ
た
か
ら
だ
。

　

課
題
の
指
摘
を
す
る
よ
う
に
な
っ

た
の
は
、
任
期
が
残
り
半
年
ほ
ど
と
な
っ

た
時
期
。
そ
の
場
所
は
、
数
学
科
教
員
が

控
え
室
と
し
て
い
た
「
教
材
室
」だ
。「
私

は
自
分
の
授
業
で
こ
ん
な
板
書
を
し
て
い

ま
す
。
あ
な
た
の
板
書
と
は
違
う
の
だ
け

れ
ど
、
ど
う
思
い
ま
す
か
？
」
な
ど
と
切

り
出
し
、「
数
学
談
義
」
に
引
き
込
む
。
そ

れ
を
繰
り
返
す
う
ち
に
、
や
が
て
彼
の
ほ

う
か
ら
、「
次
の
授
業
で
扱
う
こ
の
単
元

は
、
ど
う
い
う
板
書
が
い
い
だ
ろ
う
？
」

な
ど
と
尋
ね
て
く
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い

っ
た
。
そ
う
し
た
2
人
の
や
り
取
り
は
、

ほ
か
の
数
学
科
教
員
た
ち
を
刺
激
。
丸
山

さ
ん
抜
き
で
数
学
談
義
を
行
う
姿
が
見
ら

れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
。

「
伝
え
る
べ
き
こ
と
を
伝
え
る
」

　

数
学
科
教
員
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
以
外
に

も
、
任
期
半
ば
に
丸
山
さ
ん
が
「『
背
中

で
語
る
』
だ
け
で
は
だ
め
だ
」
と
反
省
し

た
こ
と
が
あ
っ
た
。「
勤
務
態
度
の
改
善
」

に
関
す
る
全
教
員
へ
の
働
き
か
け
だ
。

　

教
員
の
宿
舎
は
学
校
の
敷
地
内
に
あ

り
、
彼
ら
の
通
勤
の
負
担
は
小
さ
い
。
に

も
か
か
わ
ら
ず
、丸
山
さ
ん
の
着
任
当
時
、

1
時
間
目
の
授
業
に
出
て
く
る
教
員
は
わ

ず
か
1
、2
人
と
い
う
状
態
だ
っ
た
。
そ

こ
で
丸
山
さ
ん
は
、
自
分
自
身
が
モ
デ
ル

に
な
ろ
う
と
、
遅
刻
や
早
退
を
し
な
い
勤

務
態
度
を
徹
底
。
し
か
し
状
況
は
変
わ
ら

な
い
。
朝
、
メ
ガ
ホ
ン
で
「
朝
で
す
よ
！
」

と
叫
び
な
が
ら
敷
地
内
を
回
る
と
い
っ
た

こ
と
も
試
し
て
み
た
。
し
か
し
、
最
初
こ

そ
お
も
し
ろ
が
っ
て
早
め
に
出
勤
す
る
教

「マンパワーだけ」から脱却！
技術を伝えるべき相手が隊員より年上
の場合、当初からアドバイスを聞いてもら
うのは容易ではないだろう。まずは地道
に人間関係を築き、それを土台に任期
の終盤、集中的に技術のアドバイスを行
うというのも、ひとつの戦略だ。

中
等
学
校
で
数
学
教
育
の
支
援
に
携
わ
っ
た
丸
山
さ
ん
。

同
僚
教
員
が
み
な
年
上
だ
っ
た
こ
と
か
ら
、
当
初
は
自
分
の
授
業
に
専
念
し
た
が
、

彼
ら
と
の
人
間
関
係
が
出
来
上
が
る
と
、
課
題
の
指
摘
を
試
み
る
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
。

人
間
関
係
が
出
来
た
の
を
見
計
ら
っ
て

課
題
の
指
摘
を
ス
タ
ー
ト

員
も
現
れ
た
が
、
ま
も
な
く
そ
れ
も
飽
き

ら
れ
、元
の
状
態
に
戻
っ
て
し
ま
っ
た
。

 

「『
背
中
』
で
は
な
く
、『
言
葉
』
で
語
ろ

う
」。
勤
務
態
度
の
改
善
の
働
き
か
け
に

つ
い
て
丸
山
さ
ん
が
こ
う
決
意
し
た
の

も
、
や
は
り
任
期
終
盤
に
さ
し
か
か
っ
た

時
期
だ
。
た
と
え
教
員
た
ち
に
煙
た
が
ら

れ
、
人
間
関
係
が
ぎ
く
し
ゃ
く
し
て
し
ま

っ
て
も
、
ま
も
な
く
帰
国
な
の
だ
か
ら
構

わ
な
い
、
伝
え
る
べ
き
こ
と
は
し
っ
か
り

伝
え
て
帰
ろ
う
。
そ
う
覚
悟
を
決
め
た
の

だ
っ
た
。
た
だ
一
方
で
は
、
そ
れ
ま
で
に

教
員
た
ち
と
は
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
の
面
で
じ

っ
く
り
絆
を
深
め
て
き
た
と
い
う
自
負
も

あ
っ
た
た
め
、「
人
間
関
係
は
簡
単
に
は

壊
れ
な
い
は
ず
」
と
の
期
待
も
あ
っ
た
。

　

そ
う
し
て
丸
山
さ
ん
は
、
教
員
が
遅
れ

て
出
勤
し
て
き
た
と
こ
ろ
に
出
く
わ
す

と
、「
今
日
は
ど
う
し
て
遅
れ
た
の
で
す

か
？　

生
徒
た
ち
は
み
ん
な
来
て
い
ま
す

よ
」
と
口
に
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
す
る

と
案
の
定
、
彼
ら
と
の
間
に
は
気
ま
ず
い

空
気
が
漂
う
よ
う
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

　

結
局
、
彼
ら
の
勤
務
態
度
は
ほ
と
ん
ど

変
化
が
見
ら
れ
な
い
ま
ま
、
丸
山
さ
ん
の

任
期
は
終
了
。
し
か
し
任
地
を
発
つ
日
、

並
ん
で
見
送
る
同
僚
教
員
の
中
か
ら
ひ
と

り
が
飛
び
出
し
て
き
て
、
丸
山
さ
ん
を
抱

擁
。
涙
を
流
し
な
が
ら
こ
う
言
っ
て
く
れ

た
。「
あ
な
た
の
よ
う
に
働
け
な
く
て
ご

め
ん
ね
」。
伝
え
よ
う
と
し
て
き
た
こ
と

が
彼
ら
の
心
の
中
に
刻
ま
れ
て
い
た
こ

と
、
い
つ
か
そ
れ
が
彼
ら
の
行
動
変
容
へ

と
つ
な
が
っ
て
い
く
可
能
性
も
あ
る
と
い

う
こ
と
を
感
じ
ら
れ
た
瞬
間
だ
っ
た
。

丸山さんの事例から

CASE 2

活動の仕上げ 2
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1

2
4 5

3

任期後半に丸山さんがチームティー
チングを行ったAさん。立体の授業で
は、丸山さんが紹介した「展開図」を
取り入れてくれるようになった
任期終盤、教材室ではAさん（左）を
はじめとする数学科教員たちの数学
談義が自然と始まるようになった
配属先での最終報告会で使ったプ
レゼン資料の最終ページ。それまで彼
らに伝えようと努めてきたことを、ここ
でもあらためて「言葉」で表現した
配属先の寮は学校の敷地内にあった
ことから、丸山さん（左端）は時間を
問わず生徒たちの勉強に付き合った
数学の定期テストに取り組む丸山さ
んの教え子たち

1

4

2

3

5



活動の取捨選択を！
予期せぬ事態により、計画どおりに進まないのは協力隊活動の
常。任期終盤は、「どの活動も中途半端で終わってしまった」と
いうことのないよう、取捨選択をして臨むことが重要だろう。

特 集 2

43

1

2

任期終盤に開いた「検索大会」の様子。観戦する生徒が自分のスマートフォンで検索に取り組む姿も見られた
「検索大会」の会場。選手は前方で検索に取り組み、そのパソコン画面をスクリーンに映し出して観客にも見えるよ
うにした
 基礎科目としてのICT授業を行う小塚さん
ICTコースの専攻科目の授業。パソコンのマザーボードに搭載された部品を取り外す練習をしている

1

4

2

3

“任期終盤”の心構え
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性
が
生
ま
れ
る
。「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の

検
索
ス
キ
ル
」
を
競
う
大
会
の
開
催
だ
。

　

基
礎
科
目
の
I
C
T
授
業
は
1
回
の
受

講
者
が
1
0
0
人
を
超
え
た
が
、
パ
ソ
コ

ン
教
室
に
あ
っ
た
使
用
可
能
な
パ
ソ
コ
ン

は
わ
ず
か
10
台
ほ
ど
。
し
か
も
、
同
じ
時

間
に
同
じ
パ
ソ
コ
ン
教
室
で
I
C
T
コ
ー

ス
の
専
攻
科
目
の
授
業
も
行
わ
な
け
れ
ば

な
ら
ず
、
基
礎
科
目
の
I
C
T
授
業
は

「
実
習
」
が
ほ
と
ん
ど
で
き
な
い
状
態
だ

っ
た
。
そ
う
し
た
な
か
で
小
塚
さ
ん
は
、

「
実
用
性
が
特
に
高
い
パ
ソ
コ
ン
ス
キ
ル

だ
け
で
も
習
得
さ
せ
て
あ
げ
た
い
」
と
希

望
。
そ
の
き
っ
か
け
づ
く
り
と
し
て
着
想

し
た
の
が
、
複
数
の
職
業
訓
練
校
の
間
で

ス
キ
ル
を
競
う
大
会
の
開
催
だ
。

　

小
塚
さ
ん
は
こ
の
構
想
を
、
活
動
が
パ

ソ
コ
ン
に
関
連
し
て
い
る
隊
員
で
構
成
す

る
「
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
分
科
会
」
で
紹

介
し
、
共
同
開
催
を
持
ち
か
け
る
。
そ
の

際
に
、
大
会
の
具
体
的
内
容
の
ア
イ
デ
ア

と
し
て
メ
ン
バ
ー
か
ら
挙
が
っ

た
の
が
、「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

の
検
索
ス
キ
ル
を
競
う
」
と
い

う
も
の
だ
っ
た
。
こ
の
ス
キ
ル

が
あ
れ
ば
、
自
分
の
仕
事
に
関

し
て
わ
か
ら
な
い
こ
と
が
出
て

き
た
と
き
に
、
あ
る
程
度
自
力

で
解
決
で
き
る
よ
う
に
な
る
。

職
業
訓
練
校
の
ど
の
コ
ー
ス
の

生
徒
に
と
っ
て
も
卒
業
後
に
重

宝
す
る
ス
キ
ル
だ
と
い
う
こ
と

で
、
早
速
、
実
現
に
向
け
て
運

営
に
関
す
る
お
お
ま
か
な
役
割

分
担
を
行
っ
た
。
幹
事
と
な
っ

　

小
塚
さ
ん
が
I
C
T
部
門
の
教
員
と
し

て
配
属
さ
れ
た
の
は
、
4
年
制
の
職
業
訓

練
校
。
1
学
年
の
生
徒
数
が
百
数
十
人
と

い
う
規
模
だ
っ
た
。
I
C
T
部
門
の
教
員

が
担
当
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
の
は
、

I
C
T
コ
ー
ス
の
専
攻
科
目
の
授
業
と
、

全
コ
ー
ス
の
基
礎
科
目
で
あ
る
I
C
T
の

授
業
。
着
任
当
時
、
同
部
門
に
現
地
教
員

が
配
置
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
た
め
、
小
塚

さ
ん
は
当
初
か
ら
す
べ
て
の
授
業
を
一
手

に
引
き
受
け
る
こ
と
と
な
っ
た
。
そ
の
数

は
、
週
に
27
コ
マ
（
1
コ
マ
は
2
時
間
）。

一
方
、
時
間
割
は
週
15
コ
マ
。
同
じ
時
間

に
複
数
の
授
業
を
こ
な
さ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
い
う
状
態
だ
っ
た
。

現
地
教
員
が
配
置
さ
れ
た
も
の
の

　

現
地
教
員
に
技
術
を
伝
え
た
い

—
—

。

小
塚
さ
ん
は
当
初
か
ら
そ
ん
な
思
い
を
持

ち
続
け
た
。
し
か
し
、
I
C
T
部
門
に
現

地
教
員
が
配
置
さ
れ
る
こ
と
の
な
い
ま

ま
、
任
期
は
半
ば
に
到
達
。
そ
こ
で
に
わ

か
に
、
新
た
な
活
動
に
挑
戦
で
き
る
可
能

た
の
は
小
塚
さ
ん
だ
。

　

そ
う
し
て
大
会
の
準
備
を
ス
タ
ー
ト
さ

せ
よ
う
と
し
た
矢
先
、
予
期
せ
ぬ
事
態
が

発
生
す
る
。
自
身
の
健
康
上
の
理
由
で
一

時
帰
国
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
っ
た
の

だ
。
任
期
終
了
ま
で
残
り
10
カ
月
と
い
う

時
期
だ
っ
た
。
医
師
に
は
、
ガ
ー
ナ
に
戻

れ
る
の
は
半
年
後
だ
と
告
げ
ら
れ
た
。

　

配
属
校
の
I
C
T
部
門
に
現
地
教
員
が

配
置
さ
れ
た
と
の
知
ら
せ
を
受
け
た
の

は
、
一
時
帰
国
し
て
1
カ
月
ほ
ど
経
っ
た

こ
ろ
だ
。
つ
い
に
「
現
地
教
員
に
技
術
を

伝
え
る
活
動
」
に
取
り
組
め
る
可
能
性
が

生
ま
れ
た
。
し
か
し
、
ガ
ー
ナ
に
戻
る
時

点
で
任
期
の
残
り
は
わ
ず
か
4
カ
月
。
新

任
の
教
員
と
互
い
の
考
え
を
理
解
し
合
う

と
こ
ろ
か
ら
始
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
た

め
、
ど
ん
な
に
急
い
で
も
、
技
術
を
伝
え

る
活
動
は
中
途
半
端
な
結
果
に
終
わ
っ
て

し
ま
う
だ
ろ
う
。
そ
う
考
え
た
小
塚
さ
ん

は
、
彼
と
の
共
同
作
業
は
断
念
す
べ
き
だ

と
判
断
。
代
わ
り
に
、
日
々
の
授
業
や
検

索
大
会
に
専
念
し
、
そ
れ
ら
を
確
実
に
や

り
遂
げ
よ
う
と
決
め
た
。

学
校
間
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
も
誕
生

　

検
索
大
会
の
準
備
は
、
小
塚
さ
ん
が
幹

事
だ
っ
た
こ
と
か
ら
、
一
時
帰
国
の
間
は

停
滞
。
予
定
ど
お
り
半
年
で
ガ
ー
ナ
に
戻

る
こ
と
が
で
き
た
小
塚
さ
ん
は
、
す
ぐ
さ

ま
準
備
を
再
開
す
る
。
大
会
の
概
要
は
次

の
よ
う
に
企
画
し
た
。

■
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
環
境
が
良
い
こ
と
か

ら
、会
場
は
小
塚
さ
ん
の
配
属
校
と
す
る
。

■
小
塚
さ
ん
の
配
属
校
か
ら
遠
く
な
い
職

業
訓
練
校
に
出
場
を
打
診
す
る
。

■
競
技
は
「
I
C
T
」「
家
政
」「
電
子
」「
そ

の
他
」
の
4
部
門
を
設
置
。
各
分
野
の
仕

事
で
必
要
と
な
る
知
識
に
つ
い
て
ク
イ
ズ

を
出
し
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
調
べ
て
答

え
さ
せ
る
と
い
う
も
の
に
す
る
。

■
出
場
校
は
各
部
門
に
2
人
ず
つ
代
表
選

手
を
出
す
。

■
各
部
門
の
競
技
時
間
が
30
分
程
度
と
な

る
よ
う
、出
題
数
は
5
問
程
度
と
す
る
。

■
検
索
エ
ン
ジ
ン
は
「
G
o
o
g
l
e
検

索
」
を
使
用
す
る
。

■
ガ
ー
ナ
の
ク
イ
ズ
番
組
に
倣
い
、
解
答

権
が
順
に
移
っ
て
い
き
、
正
解
し
た
学
校

に
点
数
が
入
る
方
式
と
す
る
。

　

出
場
を
表
明
し
た
の
は
4
校
。
小
塚
さ

ん
は
週
に
1
回
の
ペ
ー
ス
で
各
校
を
回

り
、
選
手
の
選
抜
な
ど
準
備
を
進
め
る
よ

う
促
し
た
。
出
題
す
る
ク
イ
ズ
の
難
易
度

を
決
め
る
た
め
、
各
校
で
一
部
の
生
徒
を

対
象
に
し
た
検
索
ス
キ
ル
の
テ
ス
ト
も
実

施
。
そ
う
し
て
実
際
に
出
題
し
た
の
は
、

「
こ
の
エ
ク
セ
ル
関
数
の
意
味
は
？
」

（
I
C
T
部
門
）
や
「
サ
バ
に
一
番
多
く

含
ま
れ
て
い
る
栄
養
素
は
？
」（
家
政
部

I
C
T
部
門
の
教
員
と
し
て
職
業
訓
練
校
に
配
属
さ
れ
た
小
塚
さ
ん
。

任
期
の
後
半
に
入
っ
た
と
た
ん
、
一
時
帰
国
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
と
い
う
不
測
の
事
態
が
発
生
し
た
が
、

任
期
終
盤
は
活
動
を
絞
り
込
み
、
配
属
校
を
超
え
た
イ
ベ
ン
ト
を
実
現
さ
せ
た
。

職
業
訓
練
校
の
間
で

検
索
ス
キ
ル
を
競
う
大
会
を
開
催

門
）
と
い
っ
た
ク
イ
ズ
だ
。

　

以
上
の
よ
う
な
準
備
を
経
て
、
小
塚
さ

ん
の
任
期
終
了
ま
で
残
り
2
カ
月
と
い
う

時
期
に
大
会
は
実
現
。
1
校
が
直
前
に
辞

退
し
、
最
終
的
に
小
塚
さ
ん
の
配
属
校
を

含
む
3
校
の
戦
い
と
な
っ
た
。競
技
中
は
、

代
表
選
手
が
一
心
不
乱
に
検
索
に
取
り
組

む
だ
け
で
な
く
、
観
戦
し
て
い
る
生
徒
が

自
分
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
使
っ
て
検
索

に
取
り
組
む
姿
も
見
ら
れ
、「『
検
索
』
は

『
術
』
の
ひ
と
つ
」
と
実
感
し
て
も
ら
え
る

機
会
と
な
っ
た
よ
う
だ
っ
た
。

　

検
索
大
会
の
実
施
は
午
前
中
。
同
じ
日

小塚さん基礎情報

■ PROFILE
1988年生まれ、福岡県出身。大学卒業後、IT系企業に数年間、
エンジニア職で勤務。2016年9月、協力隊員としてガーナに赴任。
18年9月に帰国。

■ 活動概要
ウィネバ職業訓練校（セントラル州）に配属され、主に以下の活動に
従事。
●授業の実施（ICTコースの専攻科目、全コースの基礎科目）
●複数の職業訓練校を対象とした「検索大会」の開催（分科会によ
る活動）

CASE 3
プラスαの活動 1

小塚さんの事例からの
午
後
に
は
、
引
率
で
来
て
い
た
各
校
の

I
C
T
部
門
の
教
員
と
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク

ス
分
科
会
の
メ
ン
バ
ー
と
で
、
授
業
に
関

す
る
ア
イ
デ
ア
を
交
換
す
る
ミ
ー
テ
ィ
ン

グ
を
開
い
た
。話
し
合
っ
た
ト
ピ
ッ
ク
は
、

「
パ
ソ
コ
ン
が
無
い
状
況
で
、
パ
ソ
コ
ン

の
授
業
を
ど
う
進
め
る
か
」「
パ
ソ
コ
ン

の
台
数
が
生
徒
の
人
数
よ
り
少
な
い
状
況

で
、パ
ソ
コ
ン
の
授
業
を
ど
う
進
め
る
か
」

な
ど
。
生
徒
の
た
め
に
な
る
と
考
え
て
企

画
し
た
検
索
大
会
が
、
同
時
に
学
校
を
超

え
た
教
員
た
ち
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
生
む

場
と
も
な
っ
た
の
だ
っ
た
。



通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
施
設
で
理
学
療
法
部
門
の
支
援
に
取
り
組
ん
だ
中
村
さ
ん
。

「
活
動
ら
し
い
活
動
が
で
き
て
い
な
い
」
と
い
う
焦
り
と
と
も
に
任
期
の
折
り
返
し
を
迎
え
た
が
、

当
初
の
活
動
理
念
を
ブ
レ
ず
に
持
ち
続
け
た
と
こ
ろ
、
任
期
終
盤
、
一
気
に
目
指
す
活
動
が
実
現
し
て
い
っ
た
。

特 集 2

る
と
、
回
復
が
顕
著
な
例
も
出
て
き
た
。

「
そ
ろ
そ
ろ
A
さ
ん
が
質
問
し
て
く
れ
る

だ
ろ
う
」。
そ
ん
な
期
待
を
持
ち
始
め
た

矢
先
、
A
さ
ん
が
産
休
に
入
る
こ
と
を
知

ら
さ
れ
る
。
着
任
の
約
半
年
後
だ
っ
た
。

　

後
任
と
し
て
別
の
女
性
看
護
師
（
以

下
、B
さ
ん
）
が
異
動
し
て
き
た
が
、す
ぐ

さ
ま
、
理
学
療
法
の
研
修
を
受
け
る
た
め

に
し
ば
ら
く
職
場
を
離
れ
る
こ
と
と
な
っ

た
。
キ
ル
ギ
ス
で
は
、
技
術
伝
達
の
相
手

が
い
な
い
協
力
隊
員
は
医
療
行
為
を
行
う

こ
と
が
認
め
ら
れ
て
い
な
い
。そ
の
た
め
、

中
村
さ
ん
は
治
療
を
行
う
こ
と
す
ら
で
き

な
い
状
態
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。「
今
は

『
現
場
』
の
こ
と
を
知
る
べ
き
時
期
だ
」。

そ
う
考
え
、「
ペ
ン
キ
塗
り
の
手
伝
い
」

な
ど
、
任
せ
て
も
ら
え
る
こ
と
な
ら
何
で

も
こ
な
し
、
理
学
療
法
部
門
以
外
の
同
僚

た
ち
と
の
関
係
を
深
め
て
い
っ
た
。

配
属
先
外
で
の
協
働
も
実
現

　

B
さ
ん
が
復
帰
し
、
中
村
さ
ん
が
再
び

治
療
に
携
わ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な

っ
た
の
は
、
す
で
に
任
期
も
半
ば
近
く
と

な
っ
た
こ
ろ
。
そ
の
時
期
、「
活
動
ら
し

い
活
動
が
で
き
て
い
な
い
」
と
い
う
焦
り

は
強
か
っ
た
。
し
か
し
、
焦
り
か
ら
自
分

を
見
失
う
こ
と
は
避
け
た
い
。
そ
こ
で
中

村
さ
ん
は
、「
自
分
が
本
当
に
や
り
た
い

の
は
ど
の
よ
う
な
活
動
か
？
」
と
自
問
。

「
現
地
の
人
に
潜
在
す
る
『
主
体
的
に
学

ぶ
力
』
を
引
き
出
す
こ
と
」
と
い
う
、
赴

任
時
に
立
て
た
活
動
理
念
を
あ
ら
た
め
て

思
い
起
こ
し
、
こ
れ
を
堅
守
し
よ
う
と
心

に
決
め
た
の
だ
っ
た
。

　

そ
う
し
て
中
村
さ
ん
は
、
B
さ
ん
に
対

し
て
も
「
自
分
か
ら
指
導
す
る
こ
と
は
し

な
い
」
と
い
う
方
針
を
貫
い
た
。
B
さ
ん

が
「
ど
の
よ
う
に
治
療
を
し
て
い
る

の
？
」
と
尋
ね
て
く
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

の
は
、
任
期
の
残
り
が
半
年
ほ
ど
と
な
っ

た
時
期
だ
。
中
村
さ
ん
が
治
療
し
た
患
者

に
「
歩
け
る
よ
う
に
な
る
」
な
ど
の
治
療

効
果
が
出
た
と
き
に
、「
エ
リ
は
ど
う
い

う
治
療
を
し
た
の
？
」
と
聞
い
て
き
た
。

　

こ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
に
、
中
村
さ
ん
は
理

学
療
法
部
門
専
用
の
簡
易
カ
ル
テ
の
フ
ォ

ー
マ
ッ
ト
を
つ
く
り
、
B
さ
ん
に
導
入
を

提
案
し
た
。
実
施
し
た
治
療
の
方
法
と
そ

の
効
果
を
記
録
し
て
い
く
も
の
だ
。「
こ

「
知
る
こ
と
」
に
徹
し
た
任
期
前
半

　

中
村
さ
ん
の
最
初
の
活
動
は
、
理
学
療

法
士
と
し
て
患
者
の
治
療
に
当
た
る
こ

と
。
中
村
さ
ん
と
A
さ
ん
は
別
々
の
患
者

を
担
当
す
る
こ
と
と
な
っ
た
が
、
治
療
を

す
る
場
所
は
同
じ
部
屋
。
す
る
と
、
経
験

が
あ
っ
た
A
さ
ん
に
も
ま
だ
技
術
面
で
問

題
が
あ
る
こ
と
が
早
々
に
見
え
て
き
た
。

中
村
さ
ん
が
特
に
大
き
な
問
題
だ
と
考
え

た
の
は
、
効
果
を
評
価
し
な
い
ま
ま
、
同

じ
治
療
方
法
を
続
け
て
し
ま
っ
て
い
る
点

だ
。

　

効
果
を
評
価
し
て
は
、
治
療
方
法
の
見

　

中
村
さ
ん
が
配
属
さ
れ
た
の
は
、
首
都

に
あ
る
通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
施

設
。
そ
の
理
学
療
法
部
門
を
支
援
す
る
こ

と
が
、
中
村
さ
ん
に
求
め
ら
れ
て
い
た
活

動
だ
っ
た
。

　

着
任
当
時
、
同
部
門
に
配
属
さ
れ
て
い

た
同
僚
は
女
性
看
護
師
が
ひ
と
り
（
以

下
、
A
さ
ん
）。
キ
ル
ギ
ス
に
は
理
学
療
法

士
の
資
格
が
存
在
せ
ず
、
医
師
や
看
護
師

な
ど
が
理
学
療
法
に
関
す
る
数
カ
月
の
研

修
を
受
け
れ
ば
、
理
学
療
法
に
携
わ
る
こ

と
が
認
め
ら
れ
る
制
度
と
な
っ
て
い
た
。

A
さ
ん
も
そ
う
し
た
人
材
の
ひ
と
り
だ
っ

た
。

直
し
を
図
る
。
こ
れ
を
繰
り
返
す
こ
と
が

理
学
療
法
の
「
骨
格
」
だ
。
そ
れ
を
A
さ

ん
に
知
っ
て
ほ
し
い
と
思
っ
た
が
、
中
村

さ
ん
は
「
ど
の
よ
う
に
治
療
を
し
て
い
る

の
？
」
と
い
う
質
問
を
待
っ
て
ア
ド
バ
イ

ス
す
る
と
い
う
方
針
を
立
て
た
。
本
人
が

価
値
を
感
じ
、「
学
び
た
い
」
と
思
っ
た

技
術
で
な
け
れ
ば
、
情
報
を
提
供
し
て
も

身
に
付
か
な
い
と
考
え
た
か
ら
だ
。
現
地

の
人
に
潜
在
す
る
「
主
体
的
に
学
ぶ
力
」

を
引
き
出
す
こ
と
こ
そ
、
中
村
さ
ん
が
赴

任
時
に
立
て
た
活
動
理
念
だ
っ
た
。

　

そ
う
し
て
中
村
さ
ん
は
、
ま
ず
は
自
分

が
担
当
す
る
患
者
へ
の
治
療
に
専
念
。
す

れ
は
使
い
や
す
い
」
と
B
さ
ん
も
賛
同
し

て
く
れ
た
こ
と
か
ら
、
す
ぐ
さ
ま
活
用
が

定
着
。
こ
の
簡
易
カ
ル
テ
に
よ
り
、「
効

果
の
評
価
と
治
療
方
法
の
見
直
し
を
繰
り

返
す
」
と
い
う
、
理
学
療
法
の
「
骨
格
」

の
実
践
が
容
易
に
な
り
、
そ
れ
が
B
さ
ん

の
治
療
で
も
習
慣
化
し
た
の
だ
っ
た
。

　

以
上
の
よ
う
に
「
主
体
的
に
学
ぶ
力
」

を
発
揮
す
る
よ
う
に
な
っ
た
B
さ
ん
は
、

中
村
さ
ん
が
任
期
の
最
終
盤
に
始
め
た
配

属
先
外
で
の
活
動
に
も
参
加
し
、
未
経
験

だ
っ
た
こ
と
に
挑
戦
し
て
く
れ
た
。
村
落

部
の
学
校
で
健
康
教
育
を
行
う
活
動
だ
。

　

キ
ル
ギ
ス
の
学
校
に
は
保
健
の
授
業
が

な
く
、
子
ど
も
た
ち
は
体
や
栄
養
に
関
す

る
知
識
を
持
た
な
い
。中
村
さ
ん
は
以
前
、

そ
ん
な
話
を
小
学
校
に
配
属
さ
れ
て
い
る

隊
員
か
ら
聞
き
、
学
校
で
の
健
康
教
育
に

取
り
組
み
た
い
と
い
う
思
い
を
抱
く
よ
う

に
な
っ
て
い
た
。
そ
の
実
践
を
後
押
し
し

た
の
は
、
日
本
か
ら
遊
び
に
来
た
友
人
の

「
田
舎
に
連
れ
て
い
っ
て
」
と
い
う
リ
ク

エ
ス
ト
。
せ
っ
か
く
な
ら
、
行
っ
た
先
で

プ
ラ
ス
α
の
活
動
を
し
よ
う
と
思
っ
て
選

ん
だ
の
が
、こ
の
活
動
だ
っ
た
。

　

実
現
し
た
の
は
、
任
期
の
残
り
が
3
カ

月
ほ
ど
と
な
っ
た
時
期
。
対
象
は
、
協
力

隊
員
が
配
属
さ
れ
て
い
る
小
学
校
の
児
童

た
ち
だ
。
内
容
は
、『
歯
磨
き
の
歌
』
の
合

唱
や
、
食
品
が
描
か
れ
た
カ
ー
ド
を
5
大

栄
養
素
に
分
類
す
る
ゲ
ー
ム
な
ど
。

　

当
初
は
そ
の
1
回
だ
け
と
す
る
つ
も
り

だ
っ
た
が
、
村
落
部
で
活
動
す
る
ほ
か
の

隊
員
た
ち
か
ら
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
配
属
先

で
の
実
施
を
求
め
る
声
が
上
が
っ
た
。
中

関
係
を
深
め
て
い
っ
た
同
僚
と
の

配
属
先
外
で
の
健
康
教
育
が
実
現
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CASE 4

中村さん基礎情報

■ PROFILE
1988年生まれ、北海道出身。国際医療福祉大学を卒業後、理
学療法士の国家資格を取得。急性期総合病院に5年間、理学療
法士として勤務した後、2016年10月、協力隊員としてキルギスに
赴任。18年10月に帰国。

■ 活動概要
首都ビシュケク市にある市立リハビリテーションセンターに配属され、
主に以下の活動に従事。

●同僚への理学療法技術の伝達
●理学療法に関する業務改善の支援
●産科病院での哺乳指導
●村落部の小学校や幼稚園での健康教育の実施

プラスαの活動 2

中村さんが任期終盤に村落部の小学校で行った健康
教育で、食品が描かれたカードを5大栄養素に分類す
るアクティビティに取り組む児童たち
中村さん（前列左から4人目）とBさん（右端）が行った
健康教育の対象児童たち。担任教員（前列左から3人
目）にもフォローに入ってもらった
食品を5大栄養素に分類するアクティビティで使った中
村さん自作の教材
配属先で患者の病状をチェックする中村さん
Bさんの発案によって理学療法室で流すようになった
動画を手本に、治療の待ち時間に体操に取り組む患
者たち

1

4

2

3

5

活動理念を見失わない ！
チャンスはいつ訪れるかわからない。自分の活動理念を堅
持していれば、たとえチャンス到来が任期終盤であっても、
目指す活動を実現することができるだろう。

中村さんの事例から

村
さ
ん
の
上
司
も
活
動
の
意
義
に
賛
同

し
、
出
張
扱
い
を
認
め
て
く
れ
た
こ
と
か

ら
、
任
期
終
了
ま
で
に
計
8
カ
所
の
小
学

校
や
幼
稚
園
を
回
る
こ
と
が
叶
っ
た
。

　

B
さ
ん
に
こ
の
活
動
の
話
を
伝
え
る

と
、「
講
師
役
で
参
加
し
た
い
」
と
希
望

し
た
こ
と
か
ら
、
2
人
の
協
働
も
実
現
。

中
村
さ
ん
が
子
ど
も
を
対
象
に
し
た
病
気

の
予
防
に
関
す
る
講
習
を
担
当
し
、
B
さ

ん
が
教
員
を
対
象
に
し
た
腰
痛
や
肩
凝
り

の
予
防
に
関
す
る
講
習
を
担
当
し
た
。
B

さ
ん
に
と
っ
て
、「
講
習
」
を
実
施
す
る

の
は
こ
の
と
き
が
初
め
て
。
そ
こ
で
身
に

付
け
た
ス
キ
ル
は
、
中
村
さ
ん
か
ら
の
最

後
の
置
き
土
産
と
な
っ
た
。

“任期終盤”の心構え



用
具
不
足
を
解
消
す
る
活
動
を
開
始
し
た
が
、

現
地
の
人
に
引
き
継
げ
な
か
っ
た
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配
属
先
の
学
校
は
、
私
の
赴
任
前
か
ら
体
育

用
具
の
不
足
に
悩
ま
さ
れ
て
い
た
。
歴
代
の
隊

員
が
用
具
を
多
々
寄
付
し
た
こ
と
も
あ
り
、
私

も
赴
任
直
後
に
配
属
先
か
ら
J
I
C
A
の
現
地

業
務
費
で
の
用
具
購
入
を
執
拗
に
求
め
ら
れ
て

い
た
。
配
属
先
も
努
力
す
る
と
の
条
件
を
つ
け
、

任
期
1
年
目
に
現
地
業
務
費
で
ボ
ー
ル
な
ど
の

購
入
に
至
っ
た
が
、
配
属
先
の
姿
勢
が
変
わ
る

こ
と
は
な
か
っ
た
。
用
具
不
足
の
問
題
を
自
分

た
ち
で
対
応
す
る
考
え
を
持
っ
て
ほ
し
か
っ
た

た
め
、
赴
任
1
年
後
、
私
は
手
芸
ク
ラ
ブ
を
発

足
。
児
童
に
裁
縫
な
ど
を
教
え
て
ポ
ー
チ
や
巾

着
を
つ
く
り
、
そ
れ
ら
を
売
っ
て
得
た
収
益
で

授
業
用
具
を
購
入
す
る
活
動
を
開
始
し
た
。

　

最
終
的
に
は
現
地
の
人
が
手
芸
ク
ラ
ブ
を
運

営
で
き
る
よ
う
に
、
活
動
開
始
前
に
同
僚
た
ち

に
相
談
し
、
2
、
3
人
か
ら
一
緒
に
ク
ラ
ブ
運
営

を
す
る
約
束
を
取
り
付
け
る
こ
と
が
で
き
た
。

し
か
し
、
約
束
し
た
同
僚
た
ち
は
な
か
な
か
ク

ラ
ブ
の
活
動
日
に
現
れ
ず
、
私
ひ
と
り
で
児
童

た
ち
と
活
動
す
る
日
々
が
続
い
た
。
同
僚
に
来

て
ほ
し
い
と
お
願
い
し
、
約
束
し
て
く
れ
る
も

の
の
、
ド
タ
キ
ャ
ン
な
ど
が
繰
り
返
さ
れ
た
。
そ

の
う
ち
私
は
同
僚
に
期
待
し
な
く
な
り
、
来
る

の
か
不
明
な
彼
ら
を
あ
て
に
す
る
よ
り
自
分
ひ

と
り
で
ク
ラ
ブ
を
運
営
す
る
方
が
楽
だ
と
感
じ

　私は、現地の人が実際に何に困っているのか、どこに必要
性や困難を感じているのか、現場の生の声から情報収集をす
ることを心掛けていました。本音が聞ける信頼関係を築きた
かったので、活動後におしゃべりしたり、お茶をしたりして、ど
んどん輪の中に入っていきました。そこで先生方は児童の学習
態度について困っていることを知り、現状を聞いて改善策を提
案、問題の解決につながりました。自分がやる方が早いことも
あるかもしれませんが、自分が思った解決策よりも、現地の人
の言葉の中に解決の糸口があるのかもしれません。

　虚無感や諦めは、本気で活動に向き合った方のみが得られ
る感覚だと思います。私も隊員時代に用具不足という壁にぶ
つかりました。そこで、タームに一度同僚から寄付を集め、校長
からも情操教育用の予算をもらうことにしました。ここで私が
使った手法は、私も寄付したことは伏せ、同僚の寄付と予算だ
けで用具を買ったと伝えることです。これが彼らのモチベーシ
ョンにつながり、最初は1人10円だった同僚の寄付が、100円
相当へと上がっていきました。また、同僚には常に感謝を示す
よう努めたことで、活動を同僚に引き継ぐことができました。

文＝協力隊経験者
● 中南米・小学校教育・2015年度派遣
● 取り組んだ活動
小学校2校にて活動し、算数における児童の学力向上と教師の授業力向
上を目指し、主に授業観察後の指導や校内外での研修会の定期実施、
研修グループの立ち上げなどを行う。

現場の声に解決の糸口がある達成感を味わえる環境をつくる

文＝協力隊経験者
● アフリカ・小学校教育・2015年度派遣
● 取り組んだ活動
体育、図工、音楽の促進を小学校で行う。赴任当初時間割に全くなかっ
たこの科目を、同僚の助けもあり、各クラスに週2回ずつ発足させ、すべ
ての授業を同僚に引き継いだ。また運動会などのイベントも実施した。

手芸クラブの児童たちに巾着のつくり方を教える青木さん

て
、巻
き
込
む
こ
と
を
諦
め
て
し
ま
っ
た
。

　

任
期
が
残
り
5
カ
月
を
切
っ
た
頃
か
ら
、
ク

ラ
ブ
で
つ
く
っ
た
作
品
が
売
れ
始
め
、
収
益
で

授
業
用
具
を
購
入
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
っ

た
。
参
加
児
童
は
毎
週
作
品
を
つ
く
る
こ
と
を

楽
し
ん
で
い
て
、
私
の
離
任
後
も
引
き
続
き
ク

ラ
ブ
活
動
を
し
た
い
と
言
っ
て
く
る
よ
う
に
な

っ
て
い
た
。
や
は
り
引
き
継
ぐ
人
を
再
度
探
そ

う
と
カ
ウ
ン
タ
ー
パ
ー
ト
に
相
談
し
た
の
だ
が
、

「
給
与
が
発
生
し
な
い
活
動
に
は
自
分
も
含
め
、

同
僚
は
皆
、
消
極
的
で
あ
る
」
と
聞
か
さ
れ
た
。

そ
こ
で
、
手
芸
ク
ラ
ブ
の
顧
問
を
務
め
る
人
に

も
手
当
を
つ
け
て
も
ら
え
る
よ
う
、
企
画
調
査

員
（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
事
業
）
経
由
で
配
属
先
長

に
提
案
。
し
か
し
、「
ク
ラ
ブ
顧
問
の
手
当
を
支

給
す
る
の
は
教
育
省
で
、
学
校
か
ら
は
何
も
で

き
な
い
」
と
い
う
回
答
だ
っ
た
。
結
局
、
手
当
は

断
念
し
、
ク
ラ
ブ
を
引
き
継
ぐ
人
も
見
つ
け
ら

れ
ず
、任
期
終
了
を
迎
え
て
し
ま
っ
た
。

　

ク
ラ
ブ
を
存
続
さ
せ
ら
れ
ず
子
ど
も
た
ち
を

失
望
さ
せ
て
し
ま
っ
た
し
、
手
芸
ク
ラ
ブ
の
活

動
が
用
具
不
足
の
解
消
に
つ
な
が
っ
て
い
た
の

に
廃
部
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
早
く
か
ら
ク
ラ

ブ
の
引
き
継
ぎ
を
計
画
し
て
、
同
僚
や
配
属
先

を
も
っ
と
巻
き
込
ん
で
活
動
を
進
め
る
べ
き
だ

っ
た
と
、反
省
が
残
っ
た
。

■  PROFILE
1990年生まれ、東京都出身。2013年3月
成蹊大学文学部現代社会学科を卒業後、
中小企業の商社に営業事務として入社。16
年9月、協力隊に参加 （現職参加）。18年9
月、帰国。18年11月より休職していた会社へ
復職。

■  活動概要
モザンビークの小学校にて情操教育支援と
して主に以下の活動を行う。
●現地教員とともに体育と音楽の授業運営
●バレーボール部や手芸クラブの活動の運
営と支援

●学校にて事務作業の支援

事例整理

“失敗”から
 学ぶ＃169
“失敗”から“失敗”から

他隊員の分析

隊員自身の振り返り
開始時点で、顧問がつくように配属先ともっと話し合うべき
だった。クラブ活動が「誰のため」「何の目的」であるかを
同僚に理解してもらうこと、手伝うと言ってくれていた同僚
がなぜクラブ活動に介入してこないかを詳しく聞くことを、
もっとするべきだった。ひとりのほうがクラブ運営は楽だと
早々に引き継ぎを諦めてしまったが、本当は同僚とより一層
コミュニケーションをとって食らいついていけばよかったと
感じている。ほかにも、顧問への手当が問題とされたときに、
手芸部の作品を売って得た収益から捻出するなど工夫でき
ることがあったのではないかと思う。

実際の結果

現地の人への引き
継ぎができなかっ
た。

立てた目標

クラブ活動を現地
の人に引き継ぐ。

活動開始

クラブを発足し、
同僚と一緒に運営
しようと試みる。

促進要因 阻害要因

内部
【隊員の強み（S）】
手芸が得意で、教えられる
だけの技術があった。

【隊員の弱み（W）】
人を巻き込む力が弱く、ひと
りで事を進めがち。

外部
【環境の良い面（O）】
児童たちはクラブ活動に対
してやる気がある。

【環境の悪い面（T）】
同僚は無給活動には消極
的。

【本事例の状況（SWOT分析）】

同僚の繰り返しのド
タキャンなどで（T）、
同僚と一緒に運営し
ようという気持ちが保
てなくなってしまった
（W）。



し
か
し
、
多
く
の
農
家
が
興
味
を
持
っ
て
く

れ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
普
及
は
ほ
と
ん
ど

進
ま
ず
、実
質
失
敗
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

Q 

そ
の
失
敗
を
活
動
に

　 

ど
う
生
か
し
ま
し
た
か
。

　

私
は
な
ぜ
う
ま
く
い
か
な
か
っ
た
の
か
、

日
本
式
の
栽
培
に
取
り
組
ん
で
く
れ
な
い

の
か
理
由
を
聞
い
て
回
り
ま
し
た
。す
る
と
、

い
く
つ
か
の
地
域
で
は
頻
繁
に
断
水
が
起

こ
る
た
め
、
水
を
大
量
に
使
う
日
本
式
の
栽

培
法
は
合
わ
な
い
こ
と
が
判
明
。
ま
た
別
の

地
域
で
は
、
兼
業
農
家
の
た
め
手
間
の
か
か

る
日
本
式
の
栽
培
は
難
し
い
、
と
い
う
意
見

も
あ
り
ま
し
た
。
以
降
、
私
は
日
本
式
の
栽

培
を
農
家
に
推
奨
す
る
の
で
は
な
く
、
農
家

か
ら
声
の
上
が
っ
た
問
題
点
の
解
決
を
中

心
に
活
動
を
行
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

Q 

同
職
種
の
後
輩
隊
員
に

　 

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

キ
ノ
コ
栽
培
は
、
結
果
が
出
る
ま
で
時
間

を
要
す
も
の
が
多
く
、
日
本
と
は
違
っ
た
環

境
・
設
備
で
栽
培
を
行
う
た
め
、
思
っ
た
よ

う
な
結
果
が
得
ら
れ
な
い
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
し
か
し
、焦
ら
ず
粘
り
強
く
活
動
し
て
い

き
ま
し
ょ
う
。
そ
し
て
注
意
深
く
状
況
を
観

察
し
、
任
地
に
最
も
合
っ
た
方
法
を
考
え
る

こ
と
が
大
事
だ
と
思
い
ま
す
。
道
具
や
試
薬
、

機
械
な
ど
が
不
足
し
が
ち
な
開
発
途
上
国
で

す
が
、
気
候
や
価
格
で
は
日
本
よ
り
有
利
な

場
合
も
あ
り
ま
す
。
創
造
力
を
フ
ル
活
用
し

て
、ア
イ
デ
ア
を
ひ
ね
り
出
し
ま
し
ょ
う
。

す
。
そ
の
た
め
、予
定
し
て
い
た
期
間
よ
り
も

非
常
に
長
い
時
間
を
要
し
ま
し
た
。
ま
た
、

情
報
共
有
が
少
な
い
の
で
、
同
僚
た
ち
が
今

何
を
し
て
い
る
の
か
、
何
の
業
務
が
入
っ
て

忙
し
い
の
か
な
ど
が
わ
か
ら
ず
、
予
定
が
立

て
づ
ら
か
っ
た
と
い
う
の
も
あ
り
ま
す
。

Q 

試
み
た
解
決
策
は
？

　

改
善
業
務
に
関
す
る
会
議
や
改
善
作
業

を
行
う
日
程
に
つ
い
て
、
事
前
に
何
度
も
何

度
も
同
僚
た
ち
に
念
を
押
し
て
口
頭
と
メ

ー
ル
で
リ
マ
イ
ン
ド
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
予

定
が
急
に
変
更
に
な
っ
た
際
に
は
、
必
ず
代

わ
り
の
日
程
を
決
め
ま
し
た
。
同
僚
た
ち
の

業
務
や
配
属
先
の
日
程
に
関
す
る
情
報
は
、

配
属
先
の
同
僚
や
上
司
、
清
掃
業
務
の
方
な

ど
い
ろ
い
ろ
な
方
と
常
に
話
を
す
る
こ
と
で

収
集
し
ま
し
た
。

Q 

同
職
種
の
後
輩
隊
員
に

　 

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

私
は
博
物
館
業
務
で
し
た
が
、
ひ
と
口
に

文
化
財
保
護
と
い
っ
て
も
、
多
様
な
種
類
の

業
務
が
あ
り
ま
す
。
文
化
財
は
現
地
の
人
が

自
ら
の
国
や
文
化
に
誇
り
を
も
つ
う
え
で
、非

常
に
重
要
な
も
の
で
す
。
そ
れ
ら
の
保
護
や

活
用
に
関
す
る
業
務
に
現
地
の
人
と
一
緒
に

携
わ
る
こ
と
が
で
き
る
こ
の
職
種
は
、自
分
に

と
っ
て
も
非
常
に
意
義
あ
る
も
の
で
し
た
。

や
っ
た
こ
と
が
す
ぐ
目
の
前
で
効
果
と
し
て

表
れ
に
く
い
活
動
で
す
が
、
現
地
の
人
と
関

係
性
を
つ
く
っ
て
、
仲
間
に
な
っ
て
、一
緒
に

活
動
し
て
い
た
だ
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。

Q 

メ
イ
ン
の
活
動
は
？

　

農
家
の
収
入
向
上
を
目
的
と
す
る
地
域
開

発
公
社
ボ
ル
ネ
オ
マ
ッ
シ
ュ
ル
ー
ム
に
派
遣

さ
れ
、菌
床
工
場
の
改
善
や
、キ
ノ
コ
栽
培
の

普
及
活
動
な
ど
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　

現
地
に
は
、
菌
床
工
場
の
雑
菌
汚
染
率
が

非
常
に
高
い
と
い
う
問
題
点
が
あ
り
ま
し

た
。
赴
任
当
初
は
3
割
を
超
え
る
菌
床
を
廃

棄
し
て
お
り
、
こ
れ
が
配
属
先
の
財
政
を
圧

迫
。
こ
の
ま
ま
で
は
農
家
に
販
売
す
る
菌
床

の
値
段
も
上
げ
ざ
る
を
え
ず
、
農
家
の
栽
培

意
欲
を
削
い
で
し
ま
う
…
…
そ
こ
で
、
こ
の

問
題
に
配
属
先
職
員
と
と
も
に
取
り
組
み
、

さ
ま
ざ
ま
な
対
策
を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
ず
原
因
を
調
べ
、
主
に
ア
カ
パ
ン
カ
ビ

に
よ
る
汚
染
で
あ
る
こ
と
を
確
認
。
そ
こ
で
、

手
洗
い
や
ア
ル
コ
ー
ル
に
よ
る
衛
生
指
導
、

接
種
法
の
改
善
、
接
種
室
の
破
損
や
Ｕ
Ｖ
ラ

ン
プ
の
修
繕
、
換
気
扇
フ
ィ
ル
タ
ー
の
設
置
、

培
養
室
の
ネ
ズ
ミ
駆
除
（
ネ
ズ
ミ
が
菌
床
に

穴
を
あ
け
汚
染
を
拡
大
さ
せ
る
た
め
）、
培
地

含
水
率
や
殺
菌
釜
内
温
度
の
計
測
・
改
善
を

行
い
、
最
終
的
に
雑
菌
汚
染
率
を
１
割
以
下

ま
で
下
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

Q 

活
動
の
最
大
の
困
難
は
？

　

私
は
収
量
の
上
が
る
日
本
式
の
栽
培
法
を

普
及
さ
せ
た
く
て
、
配
属
先
の
職
員
に
教
え

た
り
、
農
家
に
対
し
て
講
習
会
を
開
い
た
り

し
ま
し
た
。
実
際
現
地
で
試
験
栽
培
を
行
う

と
、
マ
レ
ー
シ
ア
式
の
栽
培
法
と
比
較
し
て

1
.
5
倍
以
上
の
収
量
が
あ
っ
た
た
め
、
私

は
必
ず
普
及
で
き
る
と
考
え
て
い
ま
し
た
。

Q 

メ
イ
ン
の
活
動
は
？

　

ベ
ト
ナ
ム
の
世
界
遺
産
の
ひ
と
つ
で
あ
る

ホ
イ
ア
ン
市
の
文
化
遺
産
保
存
管
理
セ
ン
タ

ー
で
活
動
し
ま
し
た
。
主
な
活
動
は
展
示
内

容
の
改
善
。
現
地
で
1
年
間
、
同
僚
た
ち
の

展
示
業
務
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
気
づ
い
た
の

は
、
展
示
の
コ
ン
セ
プ
ト
を
十
分
に
検
討
す

る
こ
と
な
く
デ
ザ
イ
ン
専
門
の
方
に
展
示
設

計
を
依
頼
し
、展
示
業
務
を
行
う
、と
い
う
や

り
方
を
と
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
。
こ
れ
に

よ
っ
て
観
光
客
に
内
容
が
わ
か
り
づ
ら
い
ば

か
り
か
、あ
と
か
ら
の
展
示
修
正
が
多
く
、時

間
も
お
金
も
余
計
に
か
か
っ
て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
問
題
点
の
解
決
の
た
め
、
ま
ず
配
属

先
で
、
展
示
の
現
状
と
コ
ン
セ
プ
ト
づ
く
り

の
重
要
性
を
プ
レ
ゼ
ン
。
そ
の
結
果
、
配
属

先
長
か
ら
、
コ
ン
セ
プ
ト
を
吟
味
し
た
方
法

で
展
示
改
善
を
す
る
よ
う
に
と
指
示
が
お
り

ま
し
た
。
同
僚
2
人
と
自
分
で
チ
ー
ム
を
組

み
、ひ
と
つ
の
展
示
室
を
対
象
に
、展
示
改
善

を
開
始
。
何
度
も
会
議
を
開
き
、
コ
ン
セ
プ

ト
と
展
示
設
計
を
吟
味
し
、
そ
の
結
果
を
同

僚
に
発
表
し
て
も
ら
い
、
上
司
か
ら
の
許
可

を
得
て
実
際
の
改
善
作
業
を
行
い
ま
し
た
。

費
用
の
か
か
ら
な
い
改
善
と
費
用
の
か
か
る

改
善
の
2
段
階
計
画
で
進
め
ま
し
た
が
、
結

論
と
し
て
2
段
階
の
途
中
で
任
期
満
了
と
な

り
、残
り
は
同
僚
た
ち
に
託
し
ま
し
た
。

Q 

活
動
の
最
大
の
困
難
は
？

　

会
議
を
開
く
約
束
を
し
て
も
、
急
な
別
の

業
務
で
キ
ャ
ン
セ
ル
さ
れ
る
な
ど
、
予
定
通

り
進
む
こ
と
が
ほ
ぼ
な
い
と
い
う
こ
と
で

菌床工場で活動する三田さん。奥に写っているのが、菌床の原料となるおが粉。この菌床を使用し、任地で
栽培した、もしくは栽培を試みたキノコは、日本のスーパーでもよく見られるシイタケ、エリンギ、エノキタケ、ナメ
コ、ブナシメジのほか、クロアワビタケ、ヒジリタケ、ネッタイカワキタケ、レイシなど約20種に及ぶ

展示改善のためにチームを組んだ2人の同僚と主税さん（中央）。配属先で展示改善の提案をしてから1年の
間、幾度となく同僚と展示改善のための会議を開いた

※人数は、青年海外協力隊派遣実績、2019年2月28日現在。 ※人数は、青年海外協力隊派遣実績、2019年2月28日現在。

希少職 種図鑑派 遣 人 数は少ないものの
いぶし銀の活躍をする

職 種の事例をピックアップ

きのこ栽培
#C106

文化財保護
#G232

 

■  活動概要
ボルネオ島サバ州、地域開発公社ボルネオマッシュ
ルームにて、農家支援のため、以下の活動を行う。
●現地公社の菌床工場を改善
●キノコ栽培農家の巡回、講習会の実施
●各種キノコの栽培試験
●菌床の新規原料に関する研究　など

■  活動概要
ホイアン市の博物館にて博物館業務サポートなら
びに展示内容の充実を目指し、以下の活動を行う。
●展示内容の現状調査と、それをもとにした改善
業務
●展示パネルや音声ガイドにおける日本語訳の支援
●パンフレットやウェブサイト作成による広報活動
●教育普及業務の支援　など

■  PROFILE
1986年生まれ、埼玉県出身。大学では森
林科学を専攻、卒業後は一般企業でキノコ
の品種改良・栽培に関する業務に従事、4
年半勤務。2016年1月、協力隊に参加し、
マレーシアに派遣される。19年１月帰国。
同年3月、元配属先の公社に就職。

■  PROFILE
1985年生まれ、鹿児島県出身。2009年、九州大学文学部
考古学研究室卒業後、九州大学大学院比較社会文化学府
修士課程と博士課程に進学。博士課程在学中の15年7月、
協力隊に参加。17年7月、帰国。その後、九州大学総合研
究博物館の専門研究員として考古学の研究を続けつつ、
18年10月より、福岡県大野城市にある市民ミュージアム 
「心のふるさと館」で学芸員として勤務中。

話話
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派  遣  中 ▶ 1人

累　　計 ▶ 46人

分　　類 ▶ 農林水産

活  動  例 ▶ 栽培技術の移転、栽培環境の改

善、栽培試験や研究など

類似職種 ▶ 林業・森林保全

派  遣  中 ▶ 3人

累　　計 ▶ 39人

分　　類 ▶ 人的資源

活  動  例 ▶ 文化遺産などを持つ博物館の展

示改善や広報活動など

類似職種 ▶ 学芸員など
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松尾さんのプロフィール

長
崎
県
出
身
。

4
月
、香
蘭
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
デ
ザ

イ
ン
専
門
学
校
卒
業
後
、ア
パ
レ

ル
企
業
へ
就
職
。

3
月
、
青
年
海
外
協
力
隊
に

参
加
①

ザ
ン
ビ
ア
の
北
部
に
あ
る
チ
フ

ワ
ニ
職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー
で
、20

〜
40
代
の
地
域
住
民
に
婦
人
・

子
ど
も
服
の
縫
製
技
術
を
指
導

し
た
。

3
月
、帰
国
。

10
月
、
ヨ
ガ
の
専
門
学
校
に

通
い
、
そ
の
後
、
ヨ
ガ
イ
ン
ス

ト
ラ
ク
タ
ー
と
し
て
働
き
始

め
る
。

ウ
ェ
ブ
シ
ョ
ッ
プ
「
N
A
T
O

T
E
L
A
」
の
運
営
を
開
始
②

19812011

　

服
飾
の
専
門
学
校
を
卒
業
し
て
10
年
間
、
洋
服

を
つ
く
り
続
け
た
。
そ
の
技
術
が
通
じ
る
の
か
試

そ
う
と
、
協
力
隊
に
参
加
。
派
遣
国
の
ザ
ン
ビ
ア
で

知
っ
た
の
は
、「
自
由
な
生
き
方
」
だ
っ
た
。
帰
国

後
は
、
自
身
の
技
術
と
ザ
ン
ビ
ア
の
布
を
生
か
し

た
雑
貨
店
を
ウ
ェ
ブ
上
で
経
営
し
、
ヨ
ガ
の
イ
ン

ス
ト
ラ
ク
タ
ー
に
転
身
。
好
き
な
こ
と
を
し
て
暮

ら
す
、そ
ん
な
生
き
方
を
実
践
し
て
い
る
。

働
い
て
獲
得
し
た
技
術
を
生
か
し
た
い

　　

料
理
が
好
き
だ
っ
た
松
尾
さ
ん
は
高
校
の
家
政

科
に
進
学
し
、調
理
と
と
も
に
服
飾
を
学
ん
だ
。「
自

分
の
身
長
に
合
う
既
製
服
が
少
な
く
、
つ
く
っ
た

方
が
早
い
」
と
気
づ
き
、
そ
の
後
、
服
つ
く
り
の
楽

し
さ
に
の
め
り
込
ん
だ
。
卒
業
後
、
服
飾
専
門
学
校

に
通
い
、
ア
パ
レ
ル
企
業
に
就
職
。「
話
す
間
も
な

く
、
ひ
た
す
ら
ミ
シ
ン
で
縫
い
続
け
て
い
た
」
と
い

う
が
、
そ
の
工
程
は
松
尾
さ
ん
の
性
に
合
っ
て
い

た
。
た
ま
に
同
僚
と
飲
ん
で
忙
し
い
と
愚
痴
を
言

い
、
何
と
な
く
海
外
に
憧
れ
て
英
会
話
を
習
い
、
休

み
の
日
は
好
き
な
ヨ
ガ
に
通
う
日
々
。
そ
の
う
ち

仕
事
で
は
副
主
任
に
な
り
、
社
外
で
も
教
え
る
立

場
に
な
っ
て
い
っ
た
。
ひ
と
通
り
の
服
つ
く
り
を

経
験
し
、
同
じ
仕
事
に
ち
ょ
っ
と
し
た
「
飽
き
」
も

っ
た
が
、
自
分
は
い
ず
れ
帰
る
身
で
、
や
る
べ
き
こ

と
が
あ
る
。
モ
ヤ
モ
ヤ
し
た
状
態
で
い
る
よ
り
、
聞

い
て
改
善
す
る
こ
と
を
選
ん
だ
。
服
の
仕
上
が
り

は
厳
し
く
指
導
し
た
一
方
、
活
動
先
の
雰
囲
気
は

柔
ら
か
く
す
る
よ
う
努
め
た
。
生
徒
の
技
術
は
向

上
し
、
定
期
的
に
制
服
の
注
文
が
入
り
、
帰
国
前
に

は
継
続
し
た
収
入
を
得
ら
れ
る
見
通
し
が
立
っ
た
。

　

活
動
中
は
現
地
の
方
以
外
に
、隊
員
や
J
I
C
A

専
門
家
に
も
助
け
ら
れ
た
。
食
事
を
共
に
す
れ
ば
、

「
あ
れ
を
や
り
た
い
」「
次
は
別
の
方
法
を
試
そ
う

と
思
う
ん
だ
」
と
会
話
が
盛
り
上
が
る
。
み
ん
な
前

向
き
で
、
愚
痴
が
な
い
。
そ
れ
を
見
て
毎
回
、「
ど

ん
な
に
大
変
な
状
況
で
も
楽
し
め
る
」
と
い
う
こ

と
を
学
ん
だ
。
特
に
専
門
家
や
周
り
の
隊
員
が
「
次

は
こ
れ
を
や
る
ん
だ
！
」
と
目
を
輝
か
せ
、
実
際
に

達
成
し
て
い
く
姿
は
、
輝
い
て
い
た
。
こ
ん
な
働
き

方
が
い
い
、そ
う
感
じ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
。

感
じ
て
い
た
9
年
目
。
同
僚
か
ら
「
海
外
で
活
動

で
き
る
協
力
隊
と
い
う
も
の
が
あ
る
」
と
聞
い
た

こ
と
を
思
い
出
す
。
約
1
年
後
、
自
分
の
技
術
を
別

の
場
所
で
試
し
た
い
気
持
ち
が
高
ま
り
、
協
力
隊

へ
参
加
す
る
こ
と
を
決
め
た
。

　

ザ
ン
ビ
ア
の
地
方
都
市
に
あ
る
職
業
訓
練
セ
ン

タ
ー
で
服
の
制
作
の
指
導
と
、
そ
の
技
術
を
使
っ

た
収
入
獲
得
を
目
指
し
て
活
動
を
し
た
松
尾
さ
ん
。

赴
任
当
初
は
、
ア
フ
リ
カ
英
語
が
聞
き
取
れ
な
い

上
、
生
徒
が
話
す
の
は
現
地
語
で
、「
ひ
と
り
で
は

何
も
で
き
な
い
の
で
、
み
な
さ
ん
助
け
て
く
だ
さ

い
」
と
い
う
状
態
だ
っ
た
そ
う
だ
。
幸
い
協
力
的
な

同
僚
が
お
り
、
周
囲
の
力
を
借
り
て
活
動
を
し
て

い
る
と
、
制
服
製
作
の
注
文
が
入
っ
た
。
長
年
の
仕

事
で
得
た
専
門
的
技
術
は
そ
の
ま
ま
指
導
に
生
か

さ
れ
、
製
作
の
流
れ
や
教
え
る
立
場
で
培
っ
た
経

験
も
非
常
に
役
立
っ
た
。
た
だ
、
指
導
よ
り
注
力
し

た
の
は
、
人
の
話
を
聞
く
こ
と
だ
っ
た
。
と
い
う
の

も
、
作
業
の
進
み
が
遅
く
生
徒
に
怒
っ
た
ら
、
生
徒

が
来
な
く
な
る
と
い
う
大
失
敗
を
し
た
か
ら
だ
。

 「
そ
の
時
の
現
状
を
把
握
す
る
こ
と
が
重
要
で
、例

え
ば
生
徒
が
無
断
欠
席
し
た
と
き
、
私
の
感
情
は

さ
て
お
き
話
を
聞
く
。
す
る
と
家
が
遠
い
、
家
事
が

大
変
、私
が
嫌
だ
と
か
必
ず
理
由
が
あ
る
の
で
す
」

　

正
直
、
嫌
わ
れ
て
い
る
理
由
を
聞
く
の
は
怖
か

受
け
入
れ
た
ら
、次
に
進
め
る

好
き
な
こ
と
を
突
き
詰
め
た
先
に

　

帰
国
後
、
松
尾
さ
ん
は
「
好
き
な
こ
と
を
や
っ

た
結
果
、
お
金
を
得
る
生
き
方
を
し
た
い
」
と
考
え

た
。
手
元
に
は
趣
味
で
買
い
集
め
た
ア
フ
リ
カ
の

布
が
あ
る
。
ザ
ン
ビ
ア
と
つ
な
が
り
続
け
る
た
め

に
も
、
そ
の
布
で
雑
貨
を
つ
く
り
、
販
売
す
る
ウ
ェ

ブ
シ
ョ
ッ
プ
を
開
始
。
同
時
に
、
派
遣
前
か
ら
好
き

だ
っ
た
ヨ
ガ
I
R
（
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
）
に
な

ろ
う
と
考
え
、学
校
に
通
っ
た
。

　

I
R
に
な
っ
て
4
年
、
現
在
は
、
友
人
の
ヨ
ガ
教

室
や
ス
ポ
ー
ツ
ジ
ム
、
公
民
館
で
週
に
6
日
、
ヨ
ガ

を
教
え
て
い
る
。
I
R
は
「
相
手
が
い
て
成
り
立

つ
仕
事
」。
知
識
と
同
じ
く
ら
い
人
に
好
か
れ
る
の

も
大
事
な
こ
と
だ
。
人
に
助
け
て
も
ら
う
こ
と
で

何
か
を
達
成
し
た
協
力
隊
経
験
が
あ
る
か
ら
、
人

と
か
か
わ
っ
て
生
き
て
い
く
大
切
さ
を
実
感
で
き

る
。「
レ
ッ
ス
ン
後
、
参
加
者
様
の
表
情
が
明
る
く

な
り
、
少
し
ず
つ
健
康
に
な
っ
て
い
く
姿
を
見
ら

れ
る
の
が
楽
し
い
」
と
松
尾
さ
ん
は
い
う
。
ま
た
、

ヨ
ガ
の
知
識
を
深
め
る
た
め
、
体
の
構
造
を
知
ろ

う
と
「
解
剖
学
」
も
勉
強
中
だ
。
体
の
状
態
と
心
の

因
果
関
係
を
知
る
こ
と
が
面
白
く
、
空
い
た
時
間

を
勉
強
に
費
や
し
て
い
る
う
ち
、
今
で
は
ヨ
ガ
教

室
の
ひ
と
つ
で
講
義
を
持
つ
ほ
ど
に
な
っ
た
。

　

そ
し
て
、
松
尾
さ
ん
に
は
も
う
ひ
と
つ
や
り
た

い
こ
と
が
あ
る
。
そ
れ
は
ザ
ン
ビ
ア
の
元
同
僚
と

ウ
ェ
ブ
シ
ョ
ッ
プ
の
一
部
を
一
緒
に
運
営
す
る
こ

と
。
元
同
僚
自
身
も
現
地
に
店
を
持
つ
事
業
家
で
、

「
い
つ
か
一
緒
に
」
と
派
遣
中
か
ら
考
え
て
い
た
。

先
日
、
隊
員
を
通
じ
て
、
元
同
僚
か
ら
ウ
ェ
ブ
レ
タ

ー
が
届
い
た
。「
い
つ
帰
っ
て
く
る
の
!!
」、
懐
か

し
い
顔
と
声
。
帰
国
し
て
5
年
、
元
同
僚
に
会
い
に

行
く
方
法
を
探
し
始
め
た
と
こ
ろ
だ
。

1

2

協力隊
に参加

選択の理由

海外への憧れはあったがツテがない。そこで、
自力では行きづらい距離にある国でもバック
アップを受けられ、健康面や安全面でもサポー
トを得られる協力隊に参加することを決めた。
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ヨガ
インストラ
クターに

選択の理由

活動先に行く途中、毎日同じ人に会った。路
上で暮らし、道になっているマンゴーを食べた
り、教会でご飯をもらったりしていたようで、
活動中の3年間その人は変わらずそこにいた。

「人は自由に生きていけるのではないか」と感
じ、好きなことをして生きていく道を選ぶ。

人生を変えた2年間

Vol.165

efore ▶ fter

fter

efore

before
アパレル企業 社員

after
ヨガインストラクター・
ウェブショップ経営者

福岡県・博多にある喫茶店「マスカル珈琲」に陳列される、松尾さんが運営するウェブショップ「NATOTELA」の
商品（中央にある、チテンジのミニハンカチタオル・くるみボタンのヘアゴムとピアスなど）。マスカル珈琲のオーナー
も協力隊経験者で、同店ではオーナーの派遣国エチオピアの品 も々見ることができる
マスカル珈琲の住所 ▼福岡県福岡市博多区博多駅南4-16-14 1F

ザンビアの職業訓練センターの生徒と話し合う松尾さん。「1日中会議の日もあった」と
いう。作業のことだけでなく生徒同士のトラブル、家庭の愚痴など何でも聞いた

NATOTELA

アフリカの布チテンゲやカンガを使
ってつくるハンドメイド雑貨の店。
NATOTELA（ナトテラ）はザンビ
アの現地語で「ありがとう」という
意味。松尾さんが1からデザインを
手がけ、ひとつひとつNATOTELA

（ありがとう）の気持ちをこめてつく
った雑貨を、以下のウェブサイトで
販売している。

NATOTELAのウェブサイト

▼ http://mattibou.thebase.in/



［ 座 談 会 参 加 者］

私
は
小
学
校
教
諭
と
し
て
2
校
に
勤
務
し
て

か
ら
協
力
隊
に
現
職
参
加
し
て
い
ま
す
。
帰
国

は
2
0
1
7
年
の
3
月
で
す
。
復
職
後
、
17
年
度
は
低

学
年
の
担
任
を
持
っ
た
の
で
す
が
、
18
年
度
は
担
任
を

持
た
ず
、研＊

究
主
任
の
専
従
と
な
っ
て
い
ま
す
。

私
も
A
さ
ん
と
同
じ
く
、
小
学
校
教
諭
と
し
て

2
校
に
勤
務
し
て
か
ら
協
力
隊
に
現
職
参
加

し
、17
年
の
3
月
に
帰
国
、復
職
し
て
い
ま
す
。
17
年
度

は
高
学
年
の
担
任
を
持
ち
、
18
年
度
は
中
学
年
の
担
任

を
持
っ
て
い
ま
す
。

私
は
お
ふ
た
り
と
異
な
り
、
派
遣
前
は
公
立
中

学
校
で
英
語
科
教
員
を
務
め
て
い
ま
し
た
。
協

力
隊
は
退
職
し
て
の
参
加
で
す
。
帰
国
は
17
年
で
、
18

年
の
4
月
か
ら
市
町
村
の
教
育
委
員
会
の
職
員
と
し

て
、
外
国
語
教
育
や
国
際
理
解
教
育
の
支
援
を
担
当
し

て
い
ま
す
。

　
帰
国
後
に
感
じ
た
違
和
感

私
は
今
の
仕
事
で
学
校
を
巡
回
す
る
こ
と
が

多
い
の
で
す
が
、
そ
の
中
で
、
協
力
隊
を
経
験

す
る
前
に
は
な
か
っ
た
違
和
感
を
感
じ
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
そ
の
ひ
と
つ
が
、「
規
律
指
導
が
厳
し
す
ぎ
る
」

と
い
う
も
の
で
す
。
授
業
中
に
教
室
か
ら
出
て
い
っ
て

し
ま
う
派
遣
国
の
子
ど
も
た
ち
を
見
て
い
ま
す
か
ら
、

席
に
座
っ
て
教
員
の
話
を
聞
い
て
い
る
日
本
の
子
ど
も

た
ち
は
、そ
れ
だ
け
で
十
分
だ
と
思
う
の
で
す
が
、「
座

る
姿
勢
」
な
ど
に
つ
い
て
ま
で
指
導
さ
れ
た
り
す
る
。

私
の
派
遣
国
の
学
校
と
比
べ
て
も
、
日
本
の
小

学
校
は
厳
し
い
な
と
思
い
ま
す
。
私
の
任
地
は

食
べ
る
も
の
が
自
然
に
育
ち
、
働
か
な
く
て
も
飢
え
る

心
配
な
ど
な
い
よ
う
な
環
境
で
し
た
。
そ
の
た
め
、
学

校
に
も
保
護
者
に
も
、「
社
会
に
出
て
職
を
得
る
と
き

の
た
め
に
、
子
ど
も
に
規
律
を
身
に
付
け
さ
せ
る
」
と

い
っ
た
意
識
は
薄
い
よ
う
で
し
た
。

私
の
派
遣
国
で
は
教
員
の
体
罰
が
あ
り
ま
し

た
か
ら
、
日
本
の
小
学
校
の
規
律
指
導
が
そ
こ

ま
で
過
剰
だ
と
は
感
じ
ま
せ
ん
。
た
だ
、
教
員
が
管
理

職
の
目
を
気
に
す
る
あ
ま
り
、
不
必
要
な
規
律
指
導
を

し
て
し
ま
っ
て
い
る
例
は
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。
例

え
ば
、
授
業
中
に
誰
か
が
発
表
し
て
い
る
最
中
に
、
隣

の
子
と
話
を
し
た
り
、
何
か
を
書
い
た
り
す
る
こ
と
を

一
律
に
禁
止
す
る
よ
う
な
指
導
で
す
。
発
表
の
内
容
を

真
剣
に
考
え
て
い
る
か
ら
こ
そ
、
そ
れ
に
つ
い
て
隣
の

子
と
話
し
た
り
、
メ
モ
し
た
り
し
て
い
る
可
能
性
も
あ

る
か
ら
で
す
。

「
行
儀
の
良
さ
」
を
必
要
以
上
に
求
め
る
教
育

か
ら
は
、
子
ど
も
の
「
創
造
性
」
を
引
き
出
す

こ
と
は
で
き
な
い
の
で
は
な
い
か
。
そ
れ
が
私
の
懸
念

で
す
。
グ
ロ
ー
バ
ル
な
資
質
を
育
て
て
い
く
こ
と
が
学

校
教
育
で
も
求
め
ら
れ
て
い
る
時
代
に
、
や
は
り
そ
れ

は
ひ
と
つ
の
問
題
で
は
な
い
か
と
。

「
子
ど
も
を
型
に
は
め
す
ぎ
る
」
と
い
う
点
は
、

私
も
日
本
の
小
学
校
の
問
題
だ
ろ
う
と
感
じ

て
い
ま
す
。
そ
う
し
た
意
味
か
ら
も
、
協
力
隊
を
経
験

し
た
教
員
が
、「
ほ
か
の
国
は
こ
ん
な
な
ん
だ
よ
。
小

さ
く
固
ま
ら
な
く
て
も
良
い
ん
だ
よ
」
と
子
ど
も
た
ち

に
伝
え
る
こ
と
は
重
要
な
の
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。
た

だ
、
私
が
復
職
後
に
担
任
を
持
っ
た
の
は
低
学
年
で
、

「
海
外
」
と
い
う
も
の
を
理
解
さ
せ
る
の
は
ま
だ
難
し

い
年
代
だ
っ
た
た
め
、実
践
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

私
は
復
職
後
、「
行
儀
良
く
話
を
聞
く
」
と
い

う
の
と
は
正
反
対
の
授
業
方
法
を
試
み
た
こ

と
が
あ
り
ま
す
。「
先
生
は
教
え
な
い
か
ら
、
自
分
た

ち
で
考
え
て
ご
ら
ん
」
と
言
っ
て
、
教
室
内
を
自
由
に

立
ち
歩
き
、
子
ど
も
同
士
で
話
を
さ
せ
る
と
い
う
も
の

で
す
。
し
か
し
、
そ
れ
を
学
校
教
育
の
な
か
で
続
け
る

の
は
難
し
い
。
学
校
は
ど
の
ク
ラ
ス
も
秩
序
が
一
律
に

保
た
れ
て
い
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
お
り
、
私
ひ
と
り

が
自
分
の
思
い
だ
け
で
ほ
か
の
教
員
と
違
う
や
り
方
を

【派遣前】
公立小学校教諭

【協力隊】
▶︎現職参加
▶︎小学校教育・アフリカ・
2015 年度派遣
▶︎実技教科を支援

【帰国後】
公立小学校教諭

【派遣前】
公立小学校教諭

【協力隊】
▶︎現職参加
▶︎小学校教育・大洋州・
2015 年度派遣
▶︎実技教科を支援

【帰国後】
公立小学校教諭

【派遣前】
公立中学校教諭（英語科）

【協力隊】
▶︎退職参加
▶︎小学校教育・中南米・
2015 年度派遣
▶︎算数教育を支援

【帰国後】
市町村教育委員会職員

A さん（女性） B さん（男性） Cさん（女性）

A CC

A

A

A A

A B B

BB

B C C

C

C
員
ひ
と
り
ひ
と
り
の
意
識
が
ど
う
変
わ
っ
て
い
く
か
に

か
か
っ
て
い
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
の
働
き
か
け
を

す
る
チ
ャ
ン
ス
は
、「
校
長
」
や
「
研
究
主
任
」
な
ど
の

役
職
を
持
た
な
い
私
の
よ
う
な
一
般
の
教
員
に
も
、
実

は
あ
る
。
最
近
に
な
っ
て
よ
う
や
く
、
そ
う
思
う
よ
う

に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
例
え
ば
、日
々
の
職
員
会
議
、あ

る
い
は
毎
年
度
末
に
行
わ
れ
る
翌
年
度
の
年
間
計
画
の

話
し
合
い
な
ど
で
す
。
そ
こ
で
私
は
、
職
員
会
議
の
中

で
「
学
校
行
事
の
規
模
を
小
さ
く
し
ま
し
ょ
う
」
と
い

う
提
案
を
し
て
み
ま
し
た
。
そ
の
準
備
が
、
教
員
の
業

務
量
を
増
や
し
て
い
る
と
感
じ
て
い
た
か
ら
で
す
。
し

か
し
、「
前
例
を
変
え
る
こ
と
」
に
対
す
る
同
僚
教
員

た
ち
の
抵
抗
感
は
予
想
以
上
に
大
き
く
、
同
意
を
得
る

の
は
難
し
か
っ
た
で
す
。

協
力
隊
経
験
に
よ
っ
て
感
じ
る
よ
う
に
な
っ

た
「
違
和
感
」
を
、「
協
力
隊
」
や
「
海
外
」
を

経
験
し
て
い
な
い
方
に
共
有
し
て
も
ら
う
の
は
難
し
い

と
い
う
こ
と
な
の
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。
例
え
ば
、
私

は
協
力
隊
を
経
験
し
た
こ
と
で
、「
何
も
な
け
れ
ば
、

で
き
る
だ
け
定
時
に
仕
事
を
切
り
上
げ
よ
う
」
と
い
う

意
識
を
強
く
持
つ
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
派
遣
中
、
み
ん
な
が
そ
れ
を
実
践
し
て
い
る
よ
う

な
職
場
に
い
た
か
ら
で
す
。
で
も
、
今
の
職
場
に
は
海

外
経
験
を
さ
れ
て
い
る
方
は
ほ
と
ん
ど
い
な
い
の
で
、

「
な
ん
と
な
く
馴
染
め
な
い
」
と
い
う
感
覚
が
い
ま
だ

に
消
え
ま
せ
ん
。

違
和
感
を
共
有
し
て
も
ら
え
る
人
が
周
囲
に

い
な
い
と
、
ど
う
し
て
も
「
改
善
の
提
案
を
し

て
い
こ
う
」
と
い
う
意
欲
が
薄
れ
が
ち
に
な
っ
て
し
ま

い
ま
す
よ
ね
。
そ
れ
が
私
の
今
の
悩
み
で
す
。

協
力
隊
経
験
を
仕
事
の
中
で
生
か
す
か
ど
う

か
、
そ
の
意
欲
を
持
ち
続
け
ら
れ
る
か
ど
う
か

は
、
結
局
、
協
力
隊
経
験
者
自
身
の
行
動
次
第
な
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
私
は
最
近
に
な
っ
て
、
そ
う
思

う
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
私
は
復
職
し
た
当
初
、

何
事
も
な
か
っ
た
か
の
よ
う
に
2
年
前
の
日
常
に
戻
っ

帰国後の　と　を語り合う
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す
る
こ
と
は
で
き
な
い
か
ら
で
す
。

子
ど
も
た
ち
に
「
海
外
」
の
こ
と
を
伝
え
る
の

を
困
難
に
し
て
い
る
も
う
ひ
と
つ
の
要
因
と

し
て
、「
教
員
の
多
忙
さ
」
も
挙
げ
ら
れ
る
と
思
い
ま

す
。
私
が
今
の
仕
事
で
国
際
理
解
教
育
の
新
し
い
取
り

組
み
を
学
校
現
場
に
提
案
す
る
際
、
常
に
配
慮
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
の
が
、
教
員
た
ち
か
ら
の
「
仕
事
が
増

え
る
」
と
い
う
反
発
な
の
で
す
。

授
業
が
終
わ
っ
た
後
も
、
部
活
動
や
教
材
研

究
、
ノ
ー
ト
チ
ェ
ッ
ク
が
あ
り
、
校
外
で
発
生

す
る
子
ど
も
同
士
の
ト
ラ
ブ
ル
も
学
校
に
持
ち
込
ま
れ

ま
す
か
ら
、小
学
校
の
教
員
は
本
当
に
忙
し
い
で
す
。

今
、「
教
員
の
働
き
方
」
が
社
会
的
な
問
題
と

さ
れ
て
は
い
ま
す
が
、「
道
徳
教
育
」
な
ど
、小

学
校
の
教
員
が
対
応
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
新
た
な

授
業
も
次
々
に
出
て
き
て
い
ま
す
か
ら
ね
。
確
か
に
、

同
僚
教
員
に
「
国
際
理
解
教
育
の
話
で
す
が
…
…
」
と

持
ち
か
け
て
も
、「
そ
れ
ど
こ
ろ
で
は
な
い
」
と
い
う

反
応
で
す
。
派
遣
国
の
学
校
を
見
て
き
て
い
る
協
力
隊

経
験
者
は
、
日
本
の
教
員
の
働
き
方
に
対
す
る
違
和
感

は
い
っ
そ
う
強
い
で
し
ょ
う
。
だ
か
ら
こ
そ
、
こ
の
問

題
を
解
決
す
る
た
め
に
自
分
に
何
か
で
き
る
こ
と
は
な

い
か
と
、常
々
思
い
を
め
ぐ
ら
せ
て
い
ま
す
。

　
経
験
を
生
か
す
の
は
自
分
次
第

私
の
勤
務
校
で
は
、「
教
員
は
、
週
に
1
日
は

午
後
7
時
ま
で
に
、
そ
れ
以
外
の
日
は
午
後
8

時
半
ま
で
に
学
校
を
出
る
」
と
い
う
ル
ー
ル
が
設
定
さ

れ
て
い
ま
す
が
、
徹
底
さ
れ
て
は
い
ま
せ
ん
。
そ
こ
で

私
は
今
、
研
究
主
任
と
し
て
、
教
員
の
負
担
を
減
ら
す

策
の
提
案
を
し
よ
う
と
準
備
し
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、

教
員
が
毎
週
出
し
て
い
る
「
お
便
り
」
を
、
学
校
全
体

で
簡
素
化
し
ま
し
ょ
う
と
い
っ
た
提
案
で
す
。

教
員
の
働
き
方
の
問
題
は
、
結
局
、
校
長
が
ど

う
い
う
ル
ー
ル
を
設
定
す
る
か
で
は
な
く
、
教

て
し
ま
っ
た
感
覚
が
あ
り
ま
し
た
。
日
本
で
の
仕
事
と

協
力
隊
経
験
と
を
結
び
つ
け
る
手
が
か
り
が
、
ま
っ
た

く
つ
か
め
な
か
っ
た
か
ら
で
す
。
し
か
し
、
日
本
の
生

活
に
慣
れ
て
く
る
と
、
次
第
に
「
こ
の
ま
ま
で
は
協
力

隊
経
験
が
無
駄
に
な
っ
て
し
ま
う
」
と
い
う
危
機
感
が

強
く
な
っ
て
い
き
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
ま
ず
は
仕
事
以

外
の
場
で
協
力
隊
経
験
を
生
か
し
て
み
よ
う
と
、
協
力

隊
仲
間
と
一
緒
に
ア
フ
リ
カ
の
子
ど
も
た
ち
を
支
援
す

る
活
動
を
始
め
ま
し
た
。そ
れ
に
よ
り
、「
協
力
隊
経
験
」

が
自
分
の
中
で
薄
れ
て
い
く
の
を
食
い
止
め
る
こ
と
が

で
き
た
。
そ
う
し
て
よ
う
や
く
最
近
に
な
っ
て
、
さ
き

ほ
ど
お
話
し
し
た
よ
う
に
、
研
究
主
任
と
し
て
の
仕
事

の
な
か
で
、
協
力
隊
を
経
験
し
た
か
ら
こ
そ
持
て
る
視

点
で
の
提
案
を
し
て
い
こ
う
と
発
想
で
き
る
よ
う
に
な

っ
た
の
で
し
た
。

「
協
力
隊
経
験
を
生
か
す
か
ど
う
か
は
自
分
次

第
」
と
い
う
言
葉
は
、
本
当
に
そ
う
だ
と
思
い

ま
す
し
、「
前
例
を
変
え
る
こ
と
」
に
対
す
る
同
僚
た

ち
の
抵
抗
感
を
な
く
す
た
め
の
働
き
か
け
を
、
し
ぶ
と

く
続
け
て
い
こ
う
と
い
う
気
持
ち
に
な
れ
ま
し
た
。

私
は
、
さ
き
ほ
ど
お
話
し
し
た
「
職
場
に
な
ん

と
な
く
馴
染
め
な
い
」
と
い
う
悩
み
に
つ
い

て
、
看
護
師
の
友
人
に
相
談
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
と
き
に
教
え
て
も
ら
っ
た
の
で
す
が
、
海
外
か
ら

戻
っ
た
と
き
に
感
じ
る
「
な
ん
と
な
く
馴
染
め
な
い
」

と
い
う
感
覚
は
、「
リ
バ
ー
ス
・
カ
ル
チ
ャ
ー
シ
ョ
ッ
ク
」

と
言
わ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
そ
こ
か
ら
抜
け
出
す
の
に

有
効
な
手
段
の
ひ
と
つ
は
、
似
た
経
験
を
共
有
す
る
人

と
と
に
か
く
話
を
す
る
こ
と
だ
そ
う
で
す
。
そ
れ
を
聞

い
て
、
私
も
A
さ
ん
の
よ
う
に
努
め
て
協
力
隊
仲
間
と

の
交
流
を
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
ん
な
ふ
う
に

し
て
、「
な
ん
と
な
く
馴
染
め
な
い
」
と
い
う
感
覚
を

消
化
し
な
が
ら
、
私
も
「
協
力
隊
経
験
を
生
か
す
か
ど

う
か
は
自
分
次
第
」
と
い
う
言
葉
を
支
え
に
、
協
力
隊

経
験
を
生
か
し
た
国
際
理
解
教
育
の
企
画
な
ど
に
挑

戦
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

＊ 研究主任…校務分掌のうち、研究授業の計画・実施などを担当する「研究部」の責任者
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【第一次感情】

心のコップ

【第二次感情】

活動や生活に役立つちょっとしたテクニックを
お持ちの方は、『クロスロード』編集室まで。 

crossroads@sojocv.or.jp

投 稿 募 集 ! JICA海外協力隊的プチテクガイド
簡単＆便利！  活動・生活のパワーアップに役立つ 

第94回
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活動に役立つアイデア

　

知っトク情報 知っトク情報

アイスブレイクの手法②写真を楽しむ④ アンガーマネジメント①

星空を撮影してみよう！

　派遣国の人里離れた場所に行くと、建物の光や街灯などが
なく夜は真っ暗。空を見上げると無数の星が輝くきれいな夜空
を眺める機会もあるでしょう。ただ眺めるだけでなく、そんな
夜空を写真に収めたいと思う人も多いはず。そこで今回、三脚
なしでも簡単に星空を撮影できる方法を紹介します。
　一般的な一眼レフカメラであれば、マニュアル（M）操作機
能が付いているかと思います。これはカメラのシャッター速度

（Tv）や絞り（Av）、ISO感度といったものを自分の好みに設定で
きる機能。これを使って星空を撮影してみましょう。
①レンズはズームしない
　使っているレンズがズームレンズであれば、撮影画角が一
番広くなり、絞り（③参照）の値が一番小さくなるよう、ズー
ムせずに撮影します。
②ピントは無限遠（∞）に
　夜空は暗くてオートフォーカス（AF）が効きにくいので、ピ
ント合わせはマニュアル操作で行います。レンズにピント調節
リングが付いているので、それを手で回して無限遠（∞）に、∞
の記載がなければファインダー越しに目視で合わせます。
③絞り（Av）を一番小さい値に
　レンズごとに記載されている絞り値の数値を一番小さくし
ます。例えば、f3.5-f5.6であればf3.5にします。
④シャッター速度（Tv）とISO感度の調整
　シャッター速度とISO感度を決めます。シャッター速度を30
秒にして、ISO感度はひとまず400くらいにします。
⑤タイマーを使って撮影
　手持ちの撮影だと手ブレしてしまうので、撮りたい方角に向
くように地面にカメラを置いてタイマーで撮影します。このと
きオートフォーカス機能は切りにして、シャッターボタンを押
したときにピントが動かない様にしておきましょう。
　撮影結果はどうだったでしょうか？　暗くて星がうまく写っ
ていなければ、ISO感度を上げて再度撮影してみましょう。カ
メラやレンズの性能、環境によって星空をうまく写せる設定は
違ってくるかと思います。いろいろ試行錯誤してがんばってみ
てくださいね。任地の写真ライフに役立てば幸いです。

 怒りとは？

　開発途上国で活動していると、異文化のなかで 「理解でき
ない」ことがあったり、理不尽な状況に置かれたりして、怒り
を覚えることも多くあるのではないでしょうか。私自身も、電
気も水道もない任地に赴任した際には、周囲になかなかなじ
めず苦労しました。感情が爆発して、ひとりぼっちな気分にな
り、そして後悔……。その当時、「アンガーマネジメント」を
知っていたら、もっと違う形で感情を表現できていたのでは、
と思っています。
 「アンガーマネジメント」とは、怒りのメカニズムを理解し、
トレーニングによりコントロールする技術を身に付けることで
す。怒りを抑え込むのではなく、うまく表現できるようになる、
ということを目的としています。
　実は、「怒り」という感情自体は悪者ではありません。動物
に本来備わっている、生きていくうえで必要な感情のひとつな
のです。怒りが問題となるのは、その表現方法にあります。怒
りで後悔をしない、怒ったとしても上手に伝えられるようにな
りましょう！
怒りは第二次感情
　まずは、怒りの感情が生まれる仕組みを考えてみましょう。
不安、つらい、苦しいといった一般的に言うところのネガティ
ブな感情を第一次感情と呼びます。そういった第一次感情が
心のコップにどんどん溜まっていき、それがあふれたときに、
怒りの感情となって表れるのです。途上国での生活は慣れな
いことだらけで、第一次感情が溜まりやすいと言えます。怒り
を感じたときには、その背景にある第一次感情にも目を向けて
あげて、冷静に自己を分析できるようになりましょう。
　次回は怒りのコントロールに有用な暗号をお伝えします！

言葉を話さなくてもできるアイスブレイク（IB）

　今号では、言葉を話さなくてもできるアイスブレイク （IB）を紹
介します。このIBは、参加者同士での言語による表現や説明など
が不要です。そのため母国語が異なる多数の国からの参加者、
複雑な表現を理解するのが難しい低学年児童や幼稚園児、識字
率や進学率の低い地域の住民や農民などで構成される、または
それらの人々が混在するワークショップ （WS）の場合に有効です。

①無言のグループ分け
　このIBは、WS中に言語を使わず、グループ分けをすること
ができます。動きがあり楽しみながら、比較的大人数を数個の
グループに分けることが可能です。

②ジェスチャー伝達ゲーム
　このIBは、WS中に言語を使わないため、さまざまな国の人
が混ざってもできるのが特徴です。幼稚園児くらいの年齢から
年配の方まで、比較的幅広い年齢層で大いに笑うことが可能な
IBです。

③エアボクシング
　このIBは、教室などでの講義型のWSの途中に行うことで、
眠気を取り、気分をリフレッシュすることができるのが特徴です。
昼食後のWSなどは、開始1時間後くらいに行うと有効です。
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・悲しい・不安・つらい・苦しい
・痛い・嫌だ・疲れた・寂しい・
虚しい・悲しい・不安・つらい・
苦しい・痛い・嫌だ・疲れた・
寂しい・虚しい・悲しい・不安
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怒り

無言のグループ分け ●所要時間：20人で5〜10分
●人数：何人でも可

❶参加者に言葉を発してはいけないが、ジェスチャーの使用は可能である
ことを伝えます。

❷これから言う順番に無言で1列に並ぶように、と参加者に伝えます。

❸例A「自宅がWS開催地から近い順に並ぶ」（先頭がここ、つまりWS開
催場所から一番近い所に住んでいると思う人、最後尾がその逆で最も遠
い所だと思う人）。

　例B「誕生日順に並ぶ」（先頭が1月1日、最後尾が12月31日）。

❹並び終わったら、参加者に先頭から順番に聞いていき、順が合っているか
を確かめます。

❺グループを２つにしたい場合は、先頭から後ろへ順に「1、2、1、2…」（先
頭の人「1」、2番目の人「2」、3番目の人「1」、4番目の人「2」…）と声に
発するように伝えます。3つにしたい場合は「1、2、3、1、2、3…」。

❻1と声に発した人はこちら、2と発した人はあちら、とグループごとに集ま
ってもらうよう指示します。

ジェスチャー
伝達ゲーム

●所要時間：15〜20分
●人数：10人〜（1グループ5〜20人が
2グループ以上）
●用意する物：絵や写真を10枚程度

【始める前に】用意する物は、動物、静物の絵や写真がよいです。例えば、ゴ
リラ、ニワトリ、バナナ、パソコン、ピアノなど表現が簡単な物とワニ、ヤカン、
扇風機など難しい物を2種類用意しましょう。

❶参加者を2つ以上のグループに分け、それぞれ1列に並んでもらいます。

❷1列ずつゲームをすることを伝え、最初に行うグループ1列だけを立たせま
す。ほかの列は座って見るように指示します。言葉を発してはいけないゲ
ームであることを伝えます。

❸先頭の参加者だけFT側を向かせ、残りの列の参加者は後ろを向くように
指示し、「これから先頭の人にだけ絵を見せます。絵を見たらそれが何で
あったのかをジェスチャーですぐ後ろの人だけに伝えてください。最後ま
で伝えたら答え合わせをします」と伝えます。見ている参加者に、笑って
もいいが言葉を発してはいけないことを再度確認します。

❹先頭の参加者と横で座って見ている参加者にのみ、10秒程度絵を見せて
から、ジェスチャーでの伝言をスタートします。

❺最後まで伝えたら、答え合わせをして、どこまで伝わっていたかを確認し
ます。

❻終わったらその列は座ってもらい、次の列を立たせ別の絵で行います。

【学び】1人が伝達する時間を5秒程度に限定してFTが管理すると、伝達時
間に制限を設けなかった場合より伝わりやすくなります。そのことから相手
に何かを伝えるには、たくさんのさまざまな情報よりも、少ない量のシンプ
ルで根源的な情報の方が良いことがわかります。

エアボクシング ●所要時間：3分
●人数：何人でも可

❶「少し疲れたようなので、これから皆さんにボクシングをしてリフレッシ
ュしてもらいます」と伝えます。

❷参加者に立ってもらい、一旦大きく伸びをしてもらいます。次に腕を軽く
回してもらうよう伝えます。

❸参加者と向かい合って「私が右、と言ったら右ストレートでパンチを、左と
言ったら左ストレートでパンチを、アッパーと言ったら下から上に向かって
パンチを打ってください」と伝えます。実際に胸の高さで腕を前に突き出
してパンチする仕方を教えます。

❹「それでは始めてみましょう」と声をかけ最初は、「右、左、右、左、アッパ
ー」と1秒ごとに5動作をゆっくり行います。次に「もう少し早くしてみま
しょう」と声をかけ、次の5動作はもう少し早めのテンポで行います。次に
「もっと早くしてみましょう」と声をかけ、その次はテンポをどんどん上げ
ていき、最後は早い連打になるように、15動作程度連続で行います。最
後の7～ 8動作は右左の素早い連続ストレートで、最後はアッパー！で終
わると盛り上がります。

アイスブレイク（IB）の基礎情報

IBの目的：初対面同士の参加者の不安や緊張を和らげ、発言や対話をしや
すい雰囲気をつくりあげること。WSの始まりなどで使用する。

IBの基本ルール：WSを進行するファシリテーター（FT）は、「否定しない」
「コメントは常に前向き」「なるべく全員にかかわる」。また、FTは、対象人
数やスタイル、開催時間によってIBの構成を柔軟に変えるほか、男女が偏ら
ないように考慮する。
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　青年海外協力隊事務局の
公式Twitterはもうフォロー
済みですよね!? 
　 公 式Twitterで は、JICA
海外協力隊の応募や選考、活
動、帰国後のことだけではな
く、マメ知識やほっこりする話
題もやわらかめにつぶやいて
います。人気シリーズ「＃ス
タッフの任国愛」では、全国
の元隊員のスタッフが派遣国
で出会った珍しい動物や料理、絶景などを紹介中！　
要チェックです！

▲

JICA青年海外協力隊事務局
　公式Twitterアカウント
　https://twitter.com/jocvjimukyoku

みなさんのフォローお待ちしています！
JICA青年海外協力隊事務局公式Twitter

帰国後の進路を考える
帰国後研修、帰国報告・交流会の開催

JICA青年海外協力隊事務局
技術顧問の退任
　2019年3月末に、2人のJICA青年海外協力隊事務局技
術顧問が退任しました。

2016年度4次隊帰国者数（2019年3、4月帰国／予定）

青年海外協力隊 107人（40カ国）

シニア海外ボランティア 35人（18カ国）

2018年度4次隊派遣者数

青年海外協力隊 139人（40カ国）

シニア海外ボランティア 19人（10カ国）

派遣者数と帰国者数
　2018年度4次隊の派遣者数、2016年度4次隊の帰国者
数はそれぞれ次の通りです。

　2月16〜19日に東京・新宿区のJICA市ヶ谷ビルで帰国
後研修を開催し、108人の帰国したJICA海外協力隊が参
加しました。この研修は、隊員経験を帰国後どのように生
かすかをじっくり考える内容になっています。
　また、帰国後研修の後に行われる帰国報告・交流会に
は、隊員の活用に関心を持っている自治体や企業などの関
係者が参加し、自治体向けの会に21団体、企業向けの会
に72団体が参加しました。この交流会をきっかけに参加自
治体・企業の研究を始め、就職に至ったケースも少なくあ
りません。本研修・交流会について、各隊員には帰国直前
に在外事務所を通じて案
内していますが、進路開拓
中の帰国隊員も参加可能
です。詳細については、下
記メールアドレスにお問い
合わせください。

▲

JICA青年海外協力隊事務局　人材育成課
　jvtpc-sinrosien5@jica.go.jp

帰国後研修 日程 場所

職場復帰コース 5月18日、19日 JICA市ヶ谷ビル

進路開拓コース 5月18〜21日 JICA市ヶ谷ビル

帰国報告会・交流会 日程 場所

自治体・団体向け 5月21日 JICA市ヶ谷ビル

企業向け 5月22日 JICA市ヶ谷ビル

次回の帰国後研修、帰国報告会・交流会の予定

氏名 担当分野

小学校教育、教育行政・学校運営

体育

防 犯 対 策
－こんなときどうする？－

年末年始に自宅を留守にしていたら、
長期休暇中、地方の任地から首都に行きドミトリーに宿泊
し、首都配属の仲間の隊員と会ったり、買い出しをしたり
してすごしていた。任地の自宅の玄関、窓には鍵をかけて
いた。

ワンポイント対策
長期不在を不特定多数に知られないように、不在となることは必要最小限の信頼できる者に限定しましょう。
不在時には貴重品はスーツケース等に収納・施錠し、ケース自体をチェーンロック等で移動できないものに
しっかり固定しておきましょう。

空巣に入られた。
休暇を終えて帰宅すると、窓ガラスとバーグラーバー＊が壊
され、家が荒らされていた。被害は現金約500ドルと腕時
計、電子機器類。居間のソファーに毛布とシーツがあり、犯
人が寝た形跡があった。

解 説

長期留守中の空巣被害

犯人がソファーで寝ていた形跡があり、犯人は隊員が長期不在となることを把握した上で犯行に及んだ可能性

が高いです。長期不在となることを近所や配属先の複数のスタッフ等に伝えると、それが意図的でなくとも何

かの拍子に犯人にも知られる可能性は排除できません。たとえ警備員であっても長期不在予定を知らせるこ

とは避けるべきです。また、留守宅に多額の現金や貴重品を置いておくことも避けましょう。本事例は年末年

始休暇ですが、任国外旅行や一時帰国期間の長期不在でも同様の危険性があることを念頭におきましょう。

　俳優の斎
さい

藤
とう

工
たくみ

さんが活動中の隊員のもとを訪れ、彼らの
「今」を追う番組「いつか世界を変える力になる」。この度、第
三部が3月17日にBSフジで放送されました。
　一昨年はマダガスカル、昨年はパラグアイを訪れた斎藤
さん。壁にぶつかりながら、現地の人 と々ともに生活し、活
動を行う隊員を身近に見ている斎藤さんが次に向かった先
は……。まだご覧になっていない方、もう一度見たい方は、
YouTube／JICA青年海外協力隊事務局公式チャンネルへ！

▲

「2019　いつか世界を変える力になる　第3部」
　https://youtu.be/18sDNWP0VQw
第一部・第二部は以下サイトからご覧いただけます。

▲

「第1部」（マダガスカル、他）　
　https://www.youtube.com/watch?v=7Z9cyQnt10U

▲

「第2部」（パラグアイ、他）　
　https://www.youtube.com/watch?v=Il96xIeIfms

BSフジで俳優の斎藤工さんが
JICA海外協力隊の活動を紹介

番組名：「いつか世界を変える力になる」　放送日：3月17日　放送局：BSフジ
写真は、斎藤さんに帰国後の活動を語る＊バーグラーバー…防犯用格子

交流会の様子

2018年の出展ブースの様
子。2018年の協力隊まつ
りには、2280人が来場し、
約40団体が参加。2019年
も約40団体が参加する予
定だ

連絡先の記載がないものは、開催場所の国内拠点のウェブサイトをご覧ください。https://www.jica.go.jp/about/structure/domestic/index.html

東ティモール写真作品展

「ninia」
開催中〜
5月31日

いつ？ 	2月26日（火）〜5月31日（金）10:00〜17:00
どこ？ 	JICA四国（香川県）
その他 	休館日：土・日・祝

青年海外協力隊の日を
祝う会

1965年4月20日に発足した青年海外協力隊事業。この日を「青年
海外協力隊の日」として、青年海外協力協会（JOCA）が「協力隊
の日を祝う会」を実施します。

4月
20日

JICAやその関連団体が主催・共催・後援などをする
JICA海外協力隊関連のイベントをご紹介します。

いつ？ 	4月20日（土）12:30
どこ？ 	JICA広尾センター跡地（東京都）
連絡先 	青年海外協力協会　komagane-hq@joca.or.jp

来て、見て、触れ合って、協力隊の世界

協力隊まつり2019

いつ？ 	4月20日（土）、21日（日）10:00〜17:00
どこ？ 	JICA市ヶ谷ビル（東京都）
連絡先 	協力隊まつり実行委員会　jocv.fes@gmail.com

4月
20、21日

東京

香川東京

隊員関連イベント情報
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募集中のお題

「初耳」「パーティ」「最新技術」
投稿は『クロスロード』編集室まで
（P35をご覧ください）

切磋琢磨
同期隊員から「ラーメンつくった」と写真が
送られてくるので自然と励みになり、負けじ
と牛すじ煮込やウスターソースをつくった
りする。私が完成品の写真を送ると、今度は
天津飯が送られ……。それぞれ料理の職種で
はないですが、日本食が食べられない任地だ
と必然的に料理力が上がります。きっと語学
力よりも。

ペンネーム：ちぐやまんさん（女性）
協力隊員（アジア・青少年活動・2018年度派遣）

ソイソース
日本に住んでいれば身近に買うことができ
る醤油。ときどき食べたくなる日本の味。炒
め物から煮物まで和食をつくるのに欠かせ
ない調味料。あーなんて万能なんだろうと、
いまさらながら気づく醤油のポテンシャル。
寿司くいてぇー！

ペンネーム：バードオブパラダイスさん（男性）
協力隊員（大洋州・小学校教育・2018年度派遣）

私のソウルフード、牛丼
「牛丼の並、つゆだくでお願いします」。カウンターでの、私の決まり文句である。たった数百円でお腹一杯に
なれる至福の時。キムチ、チーズなどのトッピングを添えるだけで、味も多様に変化する。でも、ここではあ
の味には出会えない。肉は高価で買いたくても、なかなか手が出せず。嗚

あ あ

呼、帰国したら一番最初に食べたい

な。私のソウルフード、牛丼。

ペンネーム：厄瓜多のドンパパさん（男性）　　協力隊員（中南米・コミュニティ開発・2018年度派遣）

麺が恋しい
派遣国ではうどんや蕎麦、ラーメンなどを食
べる機会がほぼない。寒い季節は出汁のき
いた温かいうどんや蕎麦がとても恋しい。た
またま先輩隊員から蕎麦をいただき年越し
蕎麦をつくってみたものの、スープの味（味
噌ベースにしてみた）が濃くなってしまった。

今年は濃い1年になる予感。

ペンネーム：なんちゃって蕎麦職人の娘さん（女性）
協力隊員（中東・助産師・2018年度派遣）

今月の1枚

JICA海外協力隊の

お題 ▶︎ 日本食

イラスト＝牧野良幸

★ ★★ ★★★

あなたのつぶやきが
イラストになるかも！？

イラスト＝牧野良幸



一般社団法人協力隊を育てる会『クロスロード』編集室

crossroads@sojocv.or.jpeメール

今月の相談
（就活編）

進路相談カウンセラー／青年海外協力隊相談役
に、進路の悩みや就活での疑問など、いつでもご相
談ください。

よくある相談に進路相談カウンセラー／
青年海外協力隊相談役がお答えします。

ご意見・ご感想をお聞かせください。

アイデアも大募集！
今号をお読みになり、どのようにお感じになり
ましたか。ご感想・ご意見をお寄せください。
また、今後取り上げてほしい企画や特集のテ
ーマ、ご紹介いただけるアイデアがございまし
たら、下記のメールアドレスにお送りください。

以下のようなアイデア・
投稿を募集中です

●派遣国での活動・生活での “失敗” 談、お聞
かせください。

●活動や日常でちょっと役立つ、そんな技をお
伝えください。もしくはこんな技を紹介してほ
しいというご要望もお待ちしています。

●P34の下に記載されている「お題」で派遣国
での活動・生活のことをつぶやいてみませんか。

●帰国後の就活・進路の悩みをお寄せください。

　通訳や翻訳の仕事は、まさに語学を生か
すことになるでしょうが、それ以外の仕事で
は、語学は所詮ツールでしかないと考えた方
がよいでしょう。
 「苦労して身に着けた語学を活用したい」「使
う機会がなければ話せなくなってしまう」と
いう気持ちは理解できますが、語学ありきで
仕事を検討するのは、要注意です。仕事で重
要なのは、決して語学のスキルではなく、事
務職なら経理や文
書作成能力、営業職
なら折衝力や情報
収集力の方が重要
なスキルでしょう。

●経歴：民間企業のシステ
ムエンジニアとして勤務の傍
ら、2006年より、産業カウン
セラーとして、メンタルヘルス
相談・キャリア支援などに従
事。13年4月より現職。

担当地域：宮城・山形・福島
 jicathic-cs1@jica.go.jp

「書類は、読み手がいることを意識して書きましょう」、「相手は、
この書類でしかあなたを知ることができません。書いていない
ことは、ないのと同じですよ」。書類添削で私がよく言うフレー
ズです。やる気に溢れ、前向きで、唯一無二の経験をしてきたみ
なさんですが、今後の人生に生かしていくには、それを伝えたり
振り返ったりすることも大切です。他人に話すことは、想いを整
理し、自分の魅力を探るための第一歩です。
JICA 進路相談カウンセラー／青年海外協力隊相談役は、鏡で
あり、伴走者。書類添削・面接対策・情報提供はもちろんのこと、
何も決まっていない方も、どうぞ話しにいらしてください。

担当地域：東京・埼玉・千葉・群馬・茨城・栃木
 Ito-Aki.3@jica.go.jp

●経歴：青年海外協力隊（チ
ュニジ ア）として活 動 後、
JICAやNGO関連などの国
際協力分野の職務を経て、
PARTNERキャリア相談員
としてカウンセラー業務に就
く。2012年より現職。

帰国後の進路はしっかり決めている方がいる一方で、全く考え
ていない方、早く決めなきゃと焦る方もいるでしょう。特に焦っ
ている方はちょっと考えてみてください。どうして早く決めたい
のでしょう？　進路が決まればもちろん、安心でしょうが、重要
なのは自分にとっての最良の選択となるかどうかですね。募集
期や締め切りのタイミングも気になるにせよ、やりたいことが定
まらないときには迷うばかりとなりかねません。任地では進路
に関する情報収集や準備が困難な方、今は活動に注力したいと
いう方も多数でしょう。帰国後に集中して動いた結果、よい縁
につながったという方々は大勢います。活動と同じく、就職や進
路決定のペースも人それぞれですね。

平成31年4月号［第55巻第3号 通巻645号］
発行日　平成31年4月1日

編集・発行：
独立行政法人国際協力機構青年海外協力隊事務局
〒102-8012 東京都千代田区二番町5-25 
二番町センタービル

『クロスロード』ウェブ版は
以下のアドレスからアクセスできます。
https://www.jica.go.jp/
volunteer/outline/publication/
pamphlet/crossroad/index.html

※本誌に掲載されている記事等の内容は執筆者の個人的見解であり、JICA の公式見解を示すものではありません。

A. 語学はツールと考えましょう。

　派遣国で身に着けた語学を生かせる仕事
がしたいのですが、どんな仕事を選ぶのがよ
いでしょうか。

Q. 語学力を生かせる仕事に	 就きたいです。

就職・進学を始め各種情報の提供など帰国隊員の進路決定までをサポート

JICA	進路相談カウンセラー／
	青年海外協力隊相談役の紹介
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会うと元気が出る活動先の教員（右端）と難聴児特別支援学級
の子どもたち。前任者（前列左端）が訪問してくれた日の一枚

日本とのギャップに戸惑うところから
活動が始まりました。

■  PROFILE
1989年生まれ、山口県出身。公
立中学校の英語科教員を経て、
2017年7月、協力隊員としてモロッ
コに赴任（現職教員特別参加制
度）。19年3月に帰国予定。

■  活動概要
タンジェ市内の公立小学校に併
設されている特別支援学級で、
主に以下の活動に従事。
●１年目：難聴児特別支援学級
における図工・体育・音楽の授
業の実施
●２年目：知的障害児特別支援
学級の立ち上げのフォロー、お
よびその教員を対象にした研
修会の開催

　私は協力隊に参加するまで、日本の中学校で教員
をしていました。平日は息つく暇もなく一日が終わり、土
日も終日、部活動の指導。
　そんな日 を々送ってきた私に、着任した途端、試練
が。活動先の学校が夏期休暇中だったため、活動がす
ぐには始められなかったのです。仕事に追われること
で自分の存在意義を感じていた私にとって、このギャッ
プは辛かった！ 派遣前訓練を共にした同期隊員を思
い浮かべ、「彼らなら、こんな状況でもエネルギッシュ
に活動を見つけ出していくんだろうな」と勝手に想像し
ては、凹んでいました。
　学校が始まると、「言語の壁」という新たな悩みも大
きくなっていきました。任地の人 は々普段、アラビア語
で話をするのですが、私が派遣前訓練で学んだのは、
もうひとつの公用語であるフランス語。アラビア語の壁
により、任地の人からご飯に誘われても断ってしまうば
かりで、どうしてもひとりで食べることが多くなっていき
ます。すると、心はどんどんマイナス思考に。
　そんな出口の見えない日 か々ら抜け出すことができ
たのは、モロッコ在住の日本人や海外からの旅行者な
ど、私と同じように「文化のギャップ」を経験しているで
あろう方 を々相手に、悩みを包み隠さず打ち明けるよう
心がけたことがきっかけでした。彼らと話をする中で、
私は生真面目すぎるあまり、「任地に早く馴染み、好き
にならなければ」という考えが足かせとなっていたのだ

と気づくことができたのでした。
　そうして自分と向き合い、ようやく気持ちが安定する
と、活動のペースがつかめるように。自分の「心」に邪
魔され、実践をためらってしまっていた「講習会」や「公
開授業」を実現するなど、無理のない範囲で活動が少
しずつ広がっていきました。

思い通りにいかないときは
「ま、いっか」と唱えてみる！

　「言いたいことが伝わらない」「活動がうまくいか
ない」など、活動や生活での悩みは尽きないと思い
ます。自分の思い通りにいかないときは、まずは肩の
力を抜いてみる。そうすると、新たな道が見つかるこ
とが多かったと思います。

YELL !!

CROSS YELL !!
—先輩隊員からの置き土産—




